
みさき
美咲町議会だより

美咲町HPアドレス　http://www.town.misaki.okayama.jp/index.htm
大きく育て美咲のこども、母と走ったあの日を胸に（旭保育園）

町民が考える美咲町の課題第２回
25年度決算を認定
９月定例議会の報告
15議員が町政を質

ただ

す

主な内容
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◆
耕
作
放
棄
地
の

�

活
用
策
を
示
せ

Q　
他
市
町
村
の
例
に

あ
る
よ
う
な
、
耕
作

放
棄
地
を
利
用
し
た
花
木

栽
培
な
ど
の
農
業
活
性
化

策
を
ど
う
考
え
る
か
。

A　
耕
作
放
棄
地
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
集

落
営
農
や
農
事
組
合
法
人

の
組
織
化
な
ど
担
い
手
の

確
保
を
優
先
さ
せ
、
そ
の

中
で
農
業
活
性
化
策
が
検

討
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。

◆
文
字
通
り
限
界
に

あ
る
集
落
へ
の

�

対
策
は

Q　
限
界
集
落
に
お
け

る
町
道
維
持
（
雑
木

処
理
・
草
刈
り
）
は
、
文

字
通
り
限
界
に
き
て
い

る
。
な
ん
と
か
な
ら
な
い

か
。A　

現
在
、
町
役
場
に

お
い
て
集
落
間
の
町

道
草
刈
り
、
側
溝
清
掃
な

ど
を
目
的
と
し
た
道
路
作

業
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
後
こ
う
し
た
作
業

町民が考える  美咲町の課題
の限界】 第３回議会報告会より

ご
意
見　

Ｑ
＆
Ａ

平成17年

平成12年

平成22年

■耕作放棄地面積の状況
0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 ha

「美咲町第二次振興計画」より
中央地域　　　旭地域　　　柵原地域

122 57 50

193 110 80

206 101 89

合計：229ha

合計：383ha

合計：396ha

■総農家数� 単位：戸

年

総　　農　　家　　数

総　　数 自給的農家 販売農家 専　兼　業　別
専　　業 第１種兼業 第２種兼業

平成12年 2,484 629 1,855 433 115 1,307

平成17年 2,236 720 1,516 408 148 960

平成22年 2,004 706 1,298 378 98 822

� 「美咲町第二次振興計画」より

◆�町内の農家数の状況は下表の
とおり。
　�10年間で480戸減少している。

◆�町内の耕作放棄地の状況は下
表のとおり。
　�10年間でほぼ倍増している。
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員
の
増
員
を
図
る
な
ど
対

応
を
検
討
し
ま
す
。

◆
行
政
の
協
力
体
制

�

強
化
が
必
要

Q　
町
道
の
維
持
管
理

（
草
刈
り
な
ど
）
に

つ
い
て
、
若
者
が
い
る
所

と
い
な
い
所
で
は
地
域
間

格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。

町
職
員
に
よ
る
定
期
的
な

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
率
先

し
て
行
い
、
除
草
剤
の
散

布
な
ど
の
作
業
を
積
極
的

に
行
っ
て
ほ
し
い
。

A　
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強

化
を
図
る
と
共
に
、

来
年
度
か
ら
主
要
町
道
の

路
肩
補
強
工
事
に
取
り
組

む
な
ど
集
落
維
持
に
向
け

た
施
策
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

◆
集
落
支
援
員
の

�

活
用
は
重
要

Q　
他
の
市
町
村
が
取

り
組
ん
で
い
る
集
落

支
援
員
へ
の
取
り
組
み
は

行
わ
な
い
の
か
。

A　
集
落
支
援
員
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の

養
成
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ

ま
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、

現
在
は
空
き
家
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

連載
企画 町民が考える  美咲町の課題

【第２回　農林業の衰退と集落維持

■所有形態別森林面積（平成22年） ■林種別森林面積（平成24年）

「美咲町第二次振興計画」より「美咲町第二次振興計画」より

森林面積合計
16,276ha

私有
14,213ha
87.3％

公有
　1,276ha  7.8％

独立行政法人等
　33ha  0.2％

国有
　762ha  4.7％

計画面積合計
16,076ha

人工林
6,045ha
37.6％

天然林
9,286ha
57.8％

その他
　745ha  4.6％

■町道改良率

道路種別 実　延　長 改良済延長
（幅員5.5m未満改良済延長を含む） 改　良　率

幹線１級町道 61,662m 49,894m 80.9%

幹線２級町道 135,447m 78,541m 58.0%

そ　の　他 839,737m 173,326m 20.6%

合　　計 1,036,846m 301,761m 29.1%

� 「美咲町第二次振興計画」より

◆�町内の森林の状況は下表のとお
り。
　�森林の荒廃により有害鳥獣の被
害が拡大しており、平成21～25
年度の５年間でイノシシ2,736
頭、シカ271頭が捕獲された。

◆�町道改良率は下表のとおり。主
に集落内の改良率向上が今後の
課題。
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経
常
収
支
比
率
は
　
･
１
％

　
（
財
政
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
数
　
　
〜
　
％
が
健
全
と
さ
れ
る
）

実
質
公
債
費
比
率
は
　
･
４
％
　

　
（
　
％
以
上
は
町
債
の
発
行
に
県
の
許
可
が
必
要
）

不
納
欠
損
額  

３
６
２
万
円

　（
死
亡
な
ど
に
よ
り
集
金
が
不
可
能
に
な
っ
た
も
の
）

収
入
未
済
額  

１
億
１
，５
７
２
万
円

　（
集
金
が
遅
れ
て
い
る
も
の
）

一般会計歳入歳出内訳
82

75

80

18

15

歳入119億6,714万円
自主財源は約27億円　借金の返済に約23億円

（24年度比1.1％の減）

25年度歳入歳出決算報告

徐々に改善するも  厳しさ変わらず徐々に改善するも  厳しさ変わらず徐々に改善するも  厳しさ変わらず徐々に改善するも  厳しさ変わらず

歳　入
119億　　　
 6,714万円 

  自主財源22.9％

依
存

財
源 77.1％

町税
13億7,871万円
（11.5％）

繰越金
　9億1,064万円（7.6％）

その他（負担金、使用料など）
　4億4,977万円（3.8％）

地方交付税
（国からの分配金）
61億3,354万円
（51.3％）

町債（借金）
6億4,058万円（5.3％）

国・県支出金
20億4,780万円
　（17.1％）

その他（交付金など）
4億610万円（3.4％）

人件費
19億2,041万円
（17.4％）

補助金など
13億8,886万円
（12.5％）

繰出金（特別会計へ）
12億9,861万円（11.7％）

災害復旧事業 6億5,207万円（6.0％）

歳　出
110億　　　
　6,968万円 

その他
（物件費など）
25億3,381万円
（22.9％）

公債費（返済金）
23億2,351万円
（21.0％）

必要経費
85.

5％

投資的
経費14.5％事業

費16億
448万円

普通建設事業 9億5,241万円（8.6％）　　　
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特　別　会　計　内　訳 歳　入　額 歳　出　額
貸 付 事 業

バス運行事業

保 険 事 業

　
水 道 事 業

そ の 他

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業
津山・柵原線共同バス運行事業
津山・西川線共同バス運行事業
旭 川 ダ ム 沿 線 バ ス 運 行 事 業
国 民 健 康 保 険 事 業
介 護 保 険 事 業
介 護 サ ー ビ ス 事 業
久 米 郡 介 護 認 定 審 査 事 業
国 民 健 康 保 険 診 療 所 事 業
久米郡障害程度区分認定審査事業
後 期 高 齢 者 医 療
柵 原 飯 岡 簡 易 水 道 事 業
柵 原 北 部 簡 易 水 道 事 業
柵 原 中 央 簡 易 水 道 事 業
統 合 簡 易 水 道 事 業
中 央 簡 易 水 道 事 業
中 央 北 部 簡 易 水 道 事 業
中央打穴・大垪和簡易水道事業
下 水 道 事 業
柵 原 公 共 下 水 道 事 業
中 央 公 共 下 水 道 事 業
み さ き ネ ッ ト 事 業
土 地 開 発 事 業
用 地 取 得 造 成 事 業
倭 文 西 財 産 区

歳
入
決
算
総
額

　66
億
6
，2
5
3
万
円

歳
出
決
算
総
額

　63
億
6
，3
2
5
万
円

25年度　25特別会計決算の内訳

827
1,473
1,655
5,057

20億7,545
22億8,323

1,154
872
678
102

2億 551
2,582

1億4,865
7,107

1億7,479
1億8,893
2,275
7,110

1億7,081
3億4,044
4億6,505
1億9,686
1,681
8,683
25

3,619
1,416
1,601
4,369

19億8,388
22億2,997

1,154
842
647
99

2億 340
1,226

1億4,084
5,556

1億6,852
1億8,292
1,601
6,415

1億6,348
3億 925
4億4,808
1億7,815
1,619
5,312

0

一層の健全財政へ努力を
決算特別委員会委員長報告

　

９
月
５
日
、
８
日
に
執
行
部
か
ら
の
決
算
報
告
書

に
基
づ
き
、
25
年
度
の
詳
細
な
事
業
内
容
の
審
査
を

行
っ
た
。

　

一
般
会
計
と
25
特
別
会
計
の
概
要
は
図
表
の
と
お

り
で
あ
る
。

　

25
年
度
一
般
会
計
の
実
質
収
支
は
８
億
９
，７
４

６
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
税
の
納
付
状
況
は
多
額
の
未

収
額
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
全
体
的
な
徴
収
率
を
上

げ
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
力
を
求
め
た
。

　

歳
出
面
に
お
い
て
は
、
財
政
全
般
に
渡
っ
て
徹
底

し
た
節
減
、
合
理
化
を
進
め
な
が
ら
経
費
支
出
の
効

率
化
に
努
め
た
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、
担
当
課
に

よ
っ
て
は
、
多
額
の
不
用
額
も
生
じ
て
お
り
、
随
時

執
行
状
況
を
把
握
し
、
必
要
事
業
に
予
算
を
振
り
替

え
る
な
ど
、
適
切
な
予
算
執
行
が
必
要
で
あ
る
。

　

地
方
債
の
現
在
高
は
、１
４
５
億
９
，４
２
２
万
円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
14
億
円
改
善
し
た
。
基

金
残
高
は
61
億
３
，１
０
０
万
円
に
増
加
し
た
。

　

美
咲
町
の
財
政
構
造
を
見
る
と
、
実
質
公
債
費
比

率
は
15
・
４
％
と
改
善
傾
向
に
あ
る
が
、
経
常
収
支

比
率
は
、
82
・
１
％
と
な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

さ
ら
な
る
経
常
経
費
の
抑
制
に
よ
り
、
一
層
の
健

全
財
政
へ
努
力
を
求
め
、
25
年
度
決
算
を
全
会
一
致

で
承
認
し
た
。
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質
疑
応
答

【
総
務
課
】

問　
合
併
当
時
の
条
例

が
そ
の
ま
ま
残
り
、

条
例
改
正
が
で
き
て
い
な

い
が
、
検
討
は
。

答　
そ
の
他
に
も
合
併

当
時
の
条
例
が
あ

り
、
検
討
は
し
て
い
る
が

修
正
で
き
て
い
な
い
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
】

問　
過
疎
地
域
対
策
協

議
会
負
担
金
５
万

７
，６
０
０
円
は
ど
の
よ

う
な
団
体
、
組
織
が
入
っ

て
活
動
し
て
い
る
か
。

答　
全
国
過
疎
地
域
の

対
象
市
町
村
で
構
成

さ
れ
、
過
疎
債
に
使
え
る

起
債
な
ど
要
望
と
し
て
出

す
全
体
組
織
で
あ
る
。

【
情
報
交
通
課
】

問　
黄
福
タ
ク
シ
ー
を

導
入
し
、
今
後
、
支

所
間
バ
ス
と
巡
回
バ
ス
の

見
直
し
は
考
え
て
い
る
か
。

答　
黄
福
タ
ク
シ
ー
を

導
入
後
、
バ
ス
の
利

用
が
減
っ
て
い
る
。

　

支
所
間
バ
ス
な
ど
見
直

し
を
図
り
た
い
。

【
税
務
課
】

問　
登
記
さ
れ
て
い
な

い
家
屋
な
ど
に
つ
い

て
、課
税
漏
れ
は
な
い
か
。

答　
課
税
漏
れ
の
不
安

は
あ
る
。
今
回
の
補

正
予
算
で
住
宅
地
図
デ
ー

タ
な
ど
の
資
料
を
入
手
し

た
い
。

【
住
民
課
】

問　
美
咲
霊
園
で
永
代

管
理
料
を
設
け
て
い

る
が
、「
永
代
」
と
い
う
文

字
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

で
、
永
代
供
養
と
解
釈
す

る
人
が
い
る
。
削
除
し
た

ら
ど
う
か
。

答　
供
養
で
は
な
い
。

削
除
す
る
か
ど
う
か

検
討
し
て
い
る
。

【
福
祉
事
務
所
】

問　
療
育
手
帳
に
は
年

齢
制
限
が
あ
る
か
。

答　
判
定
基
準
は
あ
る

が
、年
齢
制
限
は
な
い
。

【
こ
ど
も
課
】

問　
こ
う
の
と
り
事
業

の
申
請
者
が
11
人
だ

が
、
実
績
は
。

答　
こ
の
事
業
が
始
ま

っ
て
以
来
、
25
年
11

月
頃
か
ら
３
人
誕
生
し
て

い
る
。

問　
児
童
虐
待
防
止
に

関
し
て
、
相
談
件
数

に
は
驚
い
た
。
情
報
は
ど

こ
か
ら
入
る
か
。

答　
保
育
園
、
学
校
、

地
域
、
児
童
相
談
所

な
ど
か
ら
入
る
。

　

ま
た
、
警
察
に
入
る
場

合
も
あ
る
。

【
教
育
総
務
課
】

問　
柵
原
中
学
校
の
改

修
に
委
託
料
を
設
定

し
て
い
る
が
、問
題
点
は
。

答　
水
質
の
問
題
が
出

て
お
り
、
１
階
の
家

庭
科
室
、
保
健
室
、
２
、

３
階
の
廊
下
の
水
道
施
設

に
つ
い
て
は
、
今
定
例
会

で
予
算
計
上
し
て
い
る
の

で
、
承
認
が
あ
れ
ば
改
修

し
た
い
。

【
生
涯
学
習
課
】

問　
合
併
後
10
年
経
過

す
る
が
、
補
助
金
を

カ
ッ
ト
す
る
方
向
で
考
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　
大
変
な
課
題
で
あ

り
、
合
併
以
前
の
状

況
を
引
き
ず
っ
て
い
る
。

　

良
い
方
向
に
進
め
て
い

き
た
い
。

【
建
設
課
】

問　
道
路
維
持
費
の
不

用
額
が
約
６
４
０
万

円
出
て
い
る
。

　

計
画
を
１
０
０
％
こ
な

し
た
上
で
の
不
用
額
か
。

　

町
民
の
要
望
が
満
た
さ

れ
て
い
な
い
の
に
消
化
で

き
て
い
な
い
な
ら
、
町
民

を
早
め
に
安
心
さ
せ
て
ほ

し
い
。

答　
行
政
相
談
が
あ
っ

た
も
の
に
対
応
し
た

も
の
で
あ
る
。

決
算
特
別
委
員
会

　

少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
町
政
の
推
進
に
あ
た

っ
て
は
「
行
財
政
改
革
」

の
趣
旨
、
目
的
に
沿
っ
て

住
民
に
対
し
財
政
状
況
が

総
合
的
に
理
解
さ
れ
る
よ

う
情
報
公
開
に
努
め
、
常

に
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、

事
務
事
業
の
見
直
し
お
よ

び
費
用
対
効
果
を
精
査
検

証
す
る
中
、
歳
出
全
般
の

効
率
化
を
図
り
、
財
政
健

全
化
を
よ
り
一
層
推
進
す

る
よ
う
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
に

対
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

は
、
適
切
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
提
供
と
受
益
者
負
担
の

原
則
を
明
確
に
し
な
が

ら
、
町
政
と
住
民
の
「
協

働
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
な
が
ら
、
人
口

減
少
に
伴
う
町
の
将
来
像

を
的
確
に
把
握
し
、
特
色

あ
る
地
域
発
展
に
努
め
、

満
足
度
の
高
い
安
心
安
全

な
町
づ
く
り
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

○�

町
有
施
設
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
、
直
営
と
指

定
管
理
に
対
す
る
地
域

間
の
整
合
性
を
図
る
こ

と
○�

町
道
な
ど
の
維
持
管
理

に
は
町
が
主
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と

○�

町
内
に
２
カ
所
あ
る
火

葬
場
の
利
用
料
金
を
統

一
す
る
こ
と

○�

高
齢
者
の
医
療
費
軽
減

お
よ
び
自
宅
介
護
者
へ

の
補
助
金
充
実
を
図
る

こ
と

○�

留
町
奨
励
金
は
効
果
と

見
直
し
を
図
る
こ
と

○�

住
宅
新
築
資
金
な
ど
の

貸
付
金
に
つ
い
て
は
、

適
正
か
つ
公
平
な
滞
納

処
分
を
実
施
す
る
こ
と

○�

不
能
欠
損
処
分
を
行
う

場
合
は
十
分
な
実
態
調

査
を
実
施
す
る
こ
と

○�

「
み
ち
停
あ
さ
ひ
」お
よ

び「
低
酸
素
環
境
施
設
」

の
利
用
促
進
を
図
る
こ

と

監
査
委
員
の
指
摘
事
項
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議
会
費
あ
れ
こ
れ
　

平
成
25
年
度
の
議
会
管
理
費
支
出
額
は
１
億
８
１
６
万
１
，８
８
９
円
で
、一
般
会
計
決
算
額
に
対

す
る
割
合
は
0
・
98
％
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
項
目
は
表
の
と
お
り
。

【議会費】
項　　　目 金　　　額

議員人件費 6,044万8,643円

一般職員人件費 1,227万7,790円

経常管理費
555万532円

（議長交際費16万1,500円含む）

各種負担金（退職議員の年金など） 2,988万4,924円

合計 1億816万1,889円

【議会活動日数】
　　各議員が一年間に公務で活動した日数をまとめてみました。

議　長 257日（町外・県外・国外を含む）

副議長 119日（町外・県外・国外を含む）

議員（14名） 平均113日（町外・県外・国外を含む）

　各議員によって異なりますが、表記の数字に各地域行事への参加日数が加算
されることになります。

【議員報酬】
　　議員が受け取る月額報酬は次のようになっています。

議　長 副議長 常任委員長 議　員

31万5,000円 26万2,000円 24万6,000円 24万円

※表記の報酬に加えて期末手当を６月に1.45カ月分と12月に1.65カ月分支給
しています。

※議会だより編集委員６人には年額４万円（委員長は５万円）を支給してい
ます。

※議会選出の監査委員１人には、出頭日数×7,400円を支給しています。

※各組合議会開催時には費用弁償を支給しています。

◆他の市町村議会が支給している政務活動費・委員会手当などは支給してい
ません。
【議員年金は廃止】
国会議員の年金制度廃止に伴い、平成23年６月１日より「地方議員年金
制度」も廃止されました。（ただし、受給資格者は年金受給か一時金受給
かを選択することができます。）

【退職金】
従来から議員には「退職金」はありません。
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一
般
会
計
歳
入
歳
出
に

７
億
48
万
円
を
追
加
し

て
、
一
般
会
計
の
総
額
を

１
０
８
億
６
，５
３
４
万

円
と
す
る
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
に
７
，
９

２
８
万
円
の
増
額
を
行
う

な
ど
23
特
別
会
計
の
歳
入

歳
出
に
２
億
７
，８
０
４

万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

　

審
議
の
結
果
、
一
般
会

計
お
よ
び
特
別
会
計
と
も

に
全
会
一
致
で
可
決
、
承

認
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

【
主
な
歳
入
】

☆
地
方
交
付
税

�

２
億
５
，３
９
３
万
円

☆
国
庫
支
出
金

�

９
，３
８
５
万
円

☆
繰
入
金

�

△
４
億
２
，８
９
０
万
円

☆
繰
越
金

�

７
億
８
，５
７
０
万
円

☆
町
債

�

△
３
，９
６
９
万
円

【
主
な
歳
出
】

★
基
金
積
立
金

�

３
億
８
，５
０
０
万
円

★�

地
域
公
共
交
通
活
性
化

事
業
費

�

１
，４
９
９
万
円

★�

中
央
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
駐
車
場
整
備
費

�

１
，１
６
５
万
円

★
県
事
業
負
担
金

�
 

４
，８
７
０
万
円

★
道
路
維
持
費

�
 

２
，８
４
１
万
円

★
柵
原
中
学
校
修
繕
費

�
１
，２
７
９
万
円

★
長
期
債
繰
上
償
還
金

�
７
，５
１
２
万
円

◎
特
別
会
計
補
正
予
算

※�

中
央
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計

★�

債
務
負
担
行
為
（
26
～

27
年
度
）

�

２
億
２
，０
０
０
万
円

※�

国
民
健
康
保
険
な
ど
22

特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
繰
越
金
の
確
定
に

よ
る
事
業
費
の
調
整

補
正
予
算

9月2日から  　　　
　　　9月22日まで

9月
定例会の
報告

　定例会が招集され、26年
度一般会計など予算24件、
条例８件、その他１件、陳
情・要望６件などの議案が
上程された。

一
般
会
計
へ

７
億
円
の
増
額

を
可
決

条
例
の
制
定

特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
の
制
定
な
ど
に
よ
り
児

童
福
祉
法
が
改
定
さ
れ
た

た
め
、
必
要
な
条
例
を
制

定
す
る
。

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設

な
ど
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
た
め
、
必
要

な
条
例
を
制
定
す
る
。

　

条
例
の
制
定
が
上
程
さ

れ
、
審
議
の
結
果
全
会
一

致
で
承
認
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
。

放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

高
規
格
道
路
「
美
作
岡

山
道
路
」
建
設
に
関
す

る
陳
情
書
及
び
要
望
書

に
対
す
る
討
論

　

議
会
に
お
い
て
美
作
岡

山
道
路
の
検
討
を
進
め
て

１
年
が
経
過
す
る
。
議
会

が
結
論
を
長
引
か
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
余
計
に
地

域
が
混
乱
し
て
い
る
。
高

規
格
道
路
の
位
置
付
け
、

地
域
の
将
来
像
を
見
極
め

た
上
で
、
大
所
・
高
所
の

立
場
か
ら
議
会
と
し
て
の

結
論
を
出
す
べ
き
で
あ

る
。
よ
っ
て
継
続
審
査
に

反
対
す
る
。

　

こ
の
陳
情
・
要
望
は
一

つ
の
地
区
に
所
属
す
る
二

つ
の
団
体
か
ら
別
々
の
内

容
と
受
け
止
め
ら
れ
る
文

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

反
対
討
論

　
　
　
延
原
正
憲
議
員

　

地
域
を
分
断
す
る
こ
と

な
く
地
域
の
合
意
形
成
を

図
る
こ
と
が
最
も
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
行
動

を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
い
う
観
点

か
ら
継
続
審
査
に
賛
成
す

る
。

■�

採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
継
続
審
査
と
し
た
。

林
田
議
員

賛
成

小
林
議
員

賛
成

左
居
議
員

賛
成

山
議
員

賛
成

延
原
議
員

反
対

形
井
議
員

賛
成

松
田
議
員

賛
成

岩
野
議
員

賛
成

金
谷
議
員

賛
成

江
原
議
員

賛
成

三
船
議
員

賛
成

松
島
議
員

賛
成

下
山
議
員

賛
成

山
本
議
員

賛
成

岡
田
議
員

賛
成

討
　
　
論

賛
成
討
論

　
　
　
松
田
英
二
議
員
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議 

員 

発 

議

定
住
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置

陳
情
・
要
望

美
作
岡
山
道
路
に
関

す
る
要
望
（
継
続
審

査
分
）

高
規
格
道
路
を
み
ん
な

で
考
え
る
会

�

代
表
者　

山
田
芳
裕

　

要
望
者
か
ら
要
望
書
取

り
下
げ
の
要
請
が
あ
っ
た

た
め
、こ
れ
を
許
可
し
た
。

集
団
的
自
衛
権
に
つ

い
て
の
憲
法
解
釈
変

更
を
し
な
い
よ
う
関

係
機
関
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
陳
情

岡
山
県
平
和
委
員
会

�

会
長　

大
西
幸
一

　

今
少
し
調
査
・
研
究
の

必
要
が
あ
る
た
め
継
続
審

査
と
し
た
。

森
林
吸
収
源
対
策
お

よ
び
地
球
温
暖
化
対

策
に
関
す
る
地
方
の

財
源
確
保
の
た
め
の

意
見
書
採
択
に
関
す

る
陳
情
（
継
続
審
査

分
）

全
国
森
林
環
境
税
創
設

促
進
議
員
連
盟　

�

会
長　

板
垣
一
徳

　

岡
山
県
で
は
森
林
税
を

課
税
し
て
お
り
、
重
複
す

る
恐
れ
が
あ
る
観
点
か
ら

趣
旨
採
択
と
し
た
。

特
定
秘
密
保
護
法
廃

止
を
求
め
る
陳
情

（
継
続
審
査
分
）

新
聞
労
連
山
陽
新
聞

労
働
組
合

執
行
委
員
長

�

田
淵
信
吾

「
特
定
秘
密
保
護
法

廃
止
を
求
め
る
意
見

書
」
採
択
に
つ
い
て

の
陳
情
（
継
続
審
査

分
）

岡
山
県
労
働
組
合
会
議

�

花
田
雅
行

　

こ
の
二
つ
の
陳
情
に
つ

い
て
は
、
秘
密
保
護
の
是

非
に
つ
い
て
議
論
が
あ

り
、
賛
成
多
数
で
趣
旨
採

択
と
し
た
。

史
跡
地
・
観
光
地
の

総
務
常
任
委
員
会へ付

託

施
設
の
充
実
に
関
す

る
要
望

美
咲
町
文
化
財
保
護

委
員
会

副
委
員
長　

直
原
宣
章

　
　
　
　
　

ほ
か
３
名

　

中
央
地
域
の
諏
訪
神
社

一
帯
は
、
県
の
埋
蔵
文
化

財
指
定
地
域
で
あ
り
所
定

の
施
設
は
必
要
で
あ
る
。

　

施
設
整
備
後
は
地
元
管

理
と
す
る
よ
う
意
見
を
付

し
て
採
択
と
し
た
。

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷

の
周
知
及
び
労
災
認

定
基
準
の
改
正
な
ど

を
求
め
る
陳
情

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷

仲
間
の
会

�

代
表　

藤
本
久
美
子

　

陳
情
内
容
の
理
解
、
周

知
、
労
災
認
定
基
準
の
改

正
は
早
急
に
行
う
べ
き
で

あ
り
採
択
と
し
た
。

国
・
県
に
対
し
て

「
私
学
助
成
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
要
請
す
る

陳
情

岡
山
県
私
学
助
成
を
す

す
め
る
会

�

会
長　

小
橋　

操

　

私
学
へ
の
支
援
、
配
慮

は
現
在
十
分
に
行
わ
れ
て

お
り
不
採
択
と
し
た
。

美
作
岡
山
道
路
の

建
設
促
進
を
求
め
る

陳
情

�

山
田　

章

　
　
　
　
　

ほ
か
10
名

　

地
域
住
民
の
理
解
と
協

力
が
得
ら
れ
る
状
況
の
確

保
が
重
要
と
の
考
え
か
ら

賛
成
多
数
で
継
続
審
査
と

し
た
。

美
作
岡
山
道
路
の
建

設
に
つ
い
て
岡
山
県

に
ル
ー
ト
再
検
討
の

働
き
か
け
を
求
め
る

要
望

高
規
格
道
路
を
み
ん
な

で
考
え
る
会

�
代
表
者　

山
田
芳
裕

　

地
域
住
民
の
理
解
と
協

力
が
得
ら
れ
る
状
況
の
確

保
が
重
要
と
の
考
え
か
ら

賛
成
多
数
で
継
続
審
査
と

し
た
。

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷

の
周
知
及
び
労
災
認

定
基
準
の
改
正
な
ど

を
求
め
る
意
見
書

地
域
高
規
格
道
路

「
美
作
岡
山
道
路
」早

期
着
手
に
向
け
た
取

り
組
み
強
化
を
求
め

る
意
見
書

　

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷

は
、
そ
の
病
態
が
知
ら

れ
て
い
な
い
た
め
悩

み
、
苦
し
ん
で
い
る
ケ

ー
ス
が
多
く
あ
る
。
こ

の
た
め
、
医
療
機
関
を

は
じ
め
と
し
た
国
民
全

体
へ
の
啓
発
・
周
知
、

労
災
認
定
基
準
の
改

正
、
最
先
端
の
判
定
方

法
導
入
は
早
期
に
実
現

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
内
容
を
強
く
求

め
る
意
見
書
を
日
本
政

府
に
対
し
て
送
付
し
た
。

　

美
咲
町
議
会
基
本
条

例
第
10
条
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
定
住
対
策

特
別
委
員
会
の
設
置
を

平
成
26
年
９
月
定
例
議

会
に
お
い
て
議
決
し
た
。

　

高
規
格
道
路
「
美
作

岡
山
道
路
」
に
つ
い
て

は
、
県
が
提
示
し
た
ル

ー
ト
選
定
の
説
明
不
足

か
ら
地
元
が
混
乱
し
て

い
る
。
事
業
の
早
期
着

手
を
図
る
た
め
に
も
地

元
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
努
力
を
早
急
に
行

う
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
内
容
を
強
く
求

め
る
意
見
書
を
岡
山
県

に
対
し
て
送
付
し
た
。

委
員
長　
　

山
本
宏
治

副
委
員
長　

下
山
和
由

委　

員　
　

林
田　

実

委　

員　
　

延
原
正
憲

委　

員　
　

松
田
英
二

委　

員　
　

松
島　

啓

民
生
教
育
常
任

委
員
会
へ
付
託

産
業
建
設
常
任

委
員
会
へ
付
託



10美咲町議会だより  No.38  ＜2014.11＞

　

民
生
教
育
常
任
委
員
会

に
付
託
を
受
け
た
条
例
６

件
、
補
正
予
算
８
件
、
陳

情
２
件
、
要
望
１
件
に
つ

い
て
審
議
し
た
結
果
、
条

例
・
補
正
予
算
は
承
認
、

陳
情
１
件
は
採
択
、
１
件

は
不
採
択
と
し
、
要
望
１

件
は
、
採
択
と
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
意
見
を
付
し
た
。

○�

「
ほ
ほ
え
み
の
湯
」は
、

廃
止
も
含
め
て
今
後
の

在
り
方
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

■
主
な
質
疑
応
答

【
健
康
増
進
課
】

問　
「
ほ
ほ
え
み
の
湯
」

の
運
営
状
況
は
。

答　
施
設
の
老
朽
化
が

進
み
、
利
用
料
も
減

少
し
て
お
り
、
大
変
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。

【
保
険
・
年
金
課
】

問　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の

利
用
促
進
策
は
。

答　
医
療
費
の
差
額
を

記
載
し
た
ハ
ガ
キ
の

よ
う
な
も
の
の
通
知
を
考

え
て
い
る
。

【
こ
ど
も
課
】

問　
条
例
の
制
定
で
、

一
般
家
庭
に
よ
る
保

育
が
可
能
と
な
っ
た
が
参

入
の
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

答　
設
備
投
資
が
あ
る

程
度
必
要
で
あ
る
。

　

検
討
し
て
い
る
と
の
声

も
あ
る
。

【
福
祉
事
務
所
】

問　
敬
老
事
業
の
商
品

券
の
配
布
方
法
は
。

答　
特
定
記
録
郵
便
で

送
付
し
た
。

民生教育
常任委員会
報告

「
ほ
ほ
え
み
の
湯
」

今
後
の
在
り
方
は

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付

託
を
受
け
た
予
算
、
陳
情

な
ど
12
件
に
つ
い
て
審
査

し
た
結
果
、
８
議
案
は
全

て
承
認
。

　

陳
情
１
件
を
継
続
審

査
。
継
続
審
査
中
で
あ
っ

た
陳
情
３
件
に
つ
い
て

は
、
全
て
趣
旨
採
択
と
し

た
。

　

ま
た
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
意
見
を
付
し
た
。

〇�

柵
原
総
合
支
所
の
公
有

財
産
購
入
に
つ
い
て

は
、
収
納
予
定
の
民
具

の
価
値
を
文
化
財
保
護

委
員
に
よ
る
審
査
を
受

け
る
と
と
も
に
収
納
後

総
務
委
員
会
が
現
地
確

認
を
行
う
こ
と
。

〇�

旧
柵
原
西
保
育
園
の
施

設
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
工
事
費
の
追
加
予

算
は
認
め
る
が
、
改
修

後
の
施
設
管
理
に
つ
い

て
は
、
し
っ
か
り
地
元

と
協
議
す
る
こ
と
。

　

�

ま
た
、
調
理
実
習
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
は
、

実
績
報
告
を
行
う
こ
と
。

〇�

本
庁
周
辺
の
公
有
財
産

購
入
予
算
に
つ
い
て

は
、
駐
車
場
用
地
な
ど

取
得
の
際
、
事
前
に
説

明
す
る
こ
と
。

■
主
な
質
疑
応
答

【
総
務
課
】

問　
頑
張
る
地
域
交
付

金
１
億
３
，４
０
０

万
円
の
対
象
事
業
は
何
か
。

答　
中
山
間
事
業
、
県

事
業
負
担
金
、
広
域

農
道
整
備
事
業
な
ど
９
事

業
に
充
て
る
予
定
。

　

最
終
的
に
は
総
額
１
億

３
，７
９
０
万
４
千
円
の

予
定
で
あ
る
。

【
情
報
交
通
課
】

問　
大
垪
和
地
区
か
ら

要
望
が
あ
り
路
線
延

長
し
た
福
祉
巡
回
バ
ス

（
和
田
北
～
本
庁
）
の
園

児
利
用
は
。

答　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
備
え
た
が
、
園

児
の
利
用
は
な
い
。

　

今
後
の
利
用
を
期
待
し

て
い
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
】

問　
吉
ケ
原
の
半
壊
し

た
老
朽
危
険
家
屋
に

つ
い
て
、
こ
の
ま
ま
放
置

し
た
ら
隣
接
家
屋
が
危
険

と
な
る
。

　

町
が
代
執
行
し
て
解
体

撤
去
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
関
係
者
の
特
定
に

苦
労
し
て
い
る
。
現

行
条
例
に
基
づ
き
対
処
し

て
い
く
。

◇
現
地
を
確
認

　

議
案
審
議
に
関
連
し
て

☆�

町
有
林�

（
越
尾
）

☆�

み
さ
き
ネ
ッ
ト
の
サ
ブ

セ
ン
タ
ー�

（
定
宗
）

☆�
光
ケ
ー
ブ
ル�

（
連
石
）

☆�
旧
柵
原
西
保
育
園

�

（
小
瀬
）

☆�

柵
原
総
合
支
所
公
有
財

産
取
得
予
定
地（
久
木
）

☆�

老
朽
家
屋�

（
吉
ケ
原
）

�

を
視
察

総務常任
委員会報告

頑
張
る
地
域
交
付
金

１
億
３
，７
９
０
万
円

みさきネットサブセンターを視察（定宗）
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
付
託
を
受
け
た
条
例
２

件
、
予
算
11
件
、
陳
情
１

件
、
要
望
１
件
に
つ
い
て

審
議
し
た
結
果
、
全
議
案

を
承
認
、
陳
情
、
要
望
は

継
続
審
査
と
し
た
。

　

な
お
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
は
、意
見
を
付
し
た
。

○�

緑
化
事
業
と
し
て
、
10

月
４
日
に
三
休
公
園
で

み
ど
り
の
大
会
が
開
催

さ
れ
る
。
現
地
視
察
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
予
算

が
成
立
し
て
い
な
い
段

階
で
す
で
に
契
約
が
行

わ
れ
て
樹
木
伐
採
が
行

わ
れ
て
い
る
状
況
で
あ

っ
た
。

　

�

議
会
軽
視
と
も
受
け
取

れ
る
。本
来
で
あ
れ
ば
、

否
決
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
県
と
の
信
頼
を

損
な
う
可
能
性
も
勘
案

し
た
結
果
、
厳
重
注
意

に
と
ど
め
た
。

■
主
な
質
疑
応
答

【
産
業
課
】

問　
当
初
予
算
で
８
０

０
万
円
計
上
し
た
農

家
交
流
館
な
ど
へ
の
事
業

費
が
５
０
０
万
円
増
額
さ

れ
て
い
る
。こ
の
理
由
は
。

答　
大
垪
和
地
域
に
整

備
す
る
も
の
で
、
今

回
の
５
０
０
万
円
は
備
品

の
購
入
で
あ
る
。
当
初
は

決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。

【
上
下
水
道
課
】

問　
中
央
簡
水
の
配
水

池
整
備
に
予
算
が
追

加
さ
れ
、
約
４
億
５
千
万

円
と
な
っ
た
が
、
事
業
の

内
容
は
。

産業建設
常任委員会
報告

中
央
簡
水
の
配
水
池

総
事
業
費
４
億
５
千
万
円

答　
古
い
配
水
池
を
運

用
し
つ
つ
、
ス
テ
ン

レ
ス
製
の
配
水
タ
ン
ク

（
千
㌧
）
を
２
基
設
置
す

る
事
業
。

　

井
戸
の
枯
渇
に
備
え
た

り
、
停
電
で
企
業
団
か
ら

の
水
不
足
に
な
る
場
合
の

予
備
で
あ
る
。

【
建
設
課
】

問　
県
事
業
負
担
金
が

４
，８
７
０
万
円
増

額
し
て
い
る
。

　

主
な
も
の
は
何
か
。

【
住
民
課
】

問　
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
負
担
金
の
割
合

は
。答　

建
設
費
は
人
口
割

で
、
そ
の
後
の
負
担

金
は
ご
み
の
量
に
よ
り
か

わ
っ
て
く
る
。

【
教
育
総
務
課
】

問　
柵
原
中
学
校
の
改

修
は
、
今
後
ど
の
よ

う
に
な
る
か
。

答　
雨
漏
り
・
水
・
耐

震
補
強
の
問
題
も
あ

り
、
根
本
的
な
こ
と
に
つ

い
て
話
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

【
生
涯
学
習
課
】

問　
学
校
へ
の
図
書
館

司
書
の
派
遣
日
を
増

や
せ
な
い
か
。

答　
午
後
か
ら
派
遣
す

る
な
ど
検
討
の
余
地

は
あ
る
。

◇
現
地
を
視
察

　

議
案
審
議
に
関
連
し
て

☆�

諏
訪
神
社�

（
原
田
）

☆�

加
美
小
学
校

☆�

柵
原
中
学
校

�

を
視
察

答　
旭
川
を
渡
る
旦だ
ん
ど土

橋ば
し

架
け
替
え
に
対
す

る
負
担
金
約
２
千
万
円
な

ど
が
主
な
も
の
。

◇
現
地
を
視
察

　

議
案
審
議
に
関
連
し
て

☆�

中
央
簡
易
水
道

�

（
打
穴
中
）

☆�

三
休
公
園
伐
採
予
定
地

�

（
西
川
上
）

☆�

町
道
大
山
本
線

�

（
江
与
味
）

�

を
視
察

岡山県埋蔵文化財指定地域を視察
（諏訪神社周辺）

配水タンク建設予定地を視察（打穴中）
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一般質問
議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問する

議員名 掲載ページ 質　　問　　内　　容

岡田　　壽 13ページ
１．人口対策には結婚推進を
２．どうなった新エネビジョン

下山　和由 14ページ
１．GPS発信機で見守りシステムの確立を
２．イベントを重視した観光振興を

林田　　実 15ページ

１．若者の発想をまちづくりへ生かせ
２．家庭と学校の役割分担を
３．水泳指導の成果は

左居　喜次 16ページ
１．子どもたちへの防犯対策は
２．有害鳥獣から住環境を守るための補助制度を

江原　耕司 17ページ
１．災害が起きる前に道路管理を
２．町民の財産を有効に活用せよ

金谷　髙子 18ページ

１．定住促進への補助金の見直しを
２．敬老記念事業の見直しを
３．小中学校統廃合の可能性は

山　　剛 19ページ
１．ピオーネの今後の販売促進策は
２．難しく危険な駆除活動に補助金を

延原　正憲 20ページ

１．町の施策は第二次振興計画を根拠とせよ
２．老朽危険家屋の撤去に前向きな対応を
３．旧柵原パレスのバンガローの処理手続きは

三船　勝之 21ページ １．財政を圧迫しない特別会計事業を

岩野　正則 22ページ
１．田舎暮らし体験で定住促進を
２．介護の不安解消に策を講じよ

山本　宏治 23ページ
１．条例制定で安全な道路を維持せよ
２．みさきネットのさらなる有効活用を

形井　　圓 24ページ

１．速やかな所有権移転登記を
２．予定価格の事前公表を
３．積極的な行政運営を

松田　英二 25ページ
１．新町建設計画の検証は行うのか
２．集落維持に町道の路肩補強ができないか

松島　　啓 26ページ
１．急げ‼豪雨災害への対策
２．今後はどうする　協働のまちづくり

小林　達夫 27ページ １．安全に帰宅できる通学路に変更を
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町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

問　
結
婚
の
勧
め
は
、

人
口
対
策
、
地
域
づ

く
り
の
基
本
と
考
え
る
。

　

町
内
に
未
婚
者
も
多
い

が
、
現
状
把
握
は
で
き
て

い
る
か
。

　

美
咲
流
結
婚
推
進
事
業

の
成
果
と
今
後
の
方
針
は
。

　

ま
た
、
結
婚
相
談
員
、

推
進
員
を
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

未
婚
者
の
把
握
は

し
て
い
な
い
。

　

国
勢
調
査
で
は
、
20
歳

か
ら
49
歳
ま
で
の
未
婚
率

は
11
・
６
％
か
ら
19
・
２

％
に
上
昇
し
て
お
り
、
35

歳
以
上
で
著
し
く
増
え
て

い
る
結
果
で
あ
る
。

　

国
の
人
口
問
題
研
究
所

の
調
査
で
は
、男
性
9.4
％
、

女
性
6.8
％
が
「
結
婚
し
な

い
」
と
答
え
て
い
る
。

　

現
在
は
、
結
婚
観
が
変

化
し
、多
様
化
し
て
い
る
。

　

個
人
情
報
保
護
法
も
あ

り
、
結
婚
相
談
員
、
推
進

員
の
設
置
は
考
え
て
い
な

い
。

岡田　壽 議員

人口対策には結婚推進を

結婚相談員などの�
� 設置は考えていない

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課

長

　

町
の
婚
活
事
業
と
し

て
、
23
年
度
か
ら
親
を
対

象
と
し
た
勉
強
会
や
独
身

者
の
婚
活
合
宿
、
26
年
度

か
ら
婚
活
サ
ー
ク
ル
〝
ｉ

（
あ
い
）〟
で
７
人
の
会
員

が
交
流
し
楽
し
ん
で
い
る
。

　

25
年
度
に
は
、
ス
ポ
レ

ク
柵
原
が
ス
ポ
ー
ツ
婚
活

を
実
施
し
、
男
女
約
80
人

が
参
加
、
交
流
し
た
。

　

こ
の
婚
活
を
町
と
し
て

も
支
援
し
、
27
年
２
月
に

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
。
多
く
の
独
身
者
の
交

流
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　

い
ろ
ん
な
場
面
で
皆
さ

ん
が
集
ま
る
こ
と
が
で
き

る
出
会
い
の
場
を
積
極
的

に
提
供
し
て
い
き
た
い
。

問　
福
島
の
原
発
事
故

か
ら
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。

　

本
町
で
も
23
～
32
年
度

の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
、
詳
細
な
資
料

で
取
り
組
み
方
と
推
進
委

員
会
の
設
置
を
計
画
し
て

い
る
。

　

現
状
と
今
後
の
進
め
方

は
。答

畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課

長

　
※
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
検
討
委
員
会
を
基
に
推

進
委
員
会
設
置
の
予
定
で

あ
っ
た
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
の
調
査
報
告
の
段
階
で

町
と
し
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
は
、
財
政
的
に
困

難
と
の
意
見
で
推
進
委
員

会
は
設
置
し
て
い
な
い
。

　

適
切
な
事
業
主
体
が
あ

れ
ば
、
町
と
し
て
支
援
す

る
。答

定
本
町
長

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

候
補
地
を
あ
げ
、
公
募
し

た
が
応
募
が
な
く
、
個
々

で
対
応
し
て
い
る
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
振
興

開
発
に
は
、
信
頼
で
き
る

事
業
主
体
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
、
問
い
合
わ
せ
の

中
に
信
頼
で
き
る
も
の
も

あ
り
、
具
体
化
さ
れ
る
中

で
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

推
進
委
員
会
を
設
置
し
て

も
遅
く
な
い
と
考
え
る
。

すばらしい出会いの場にしてネ（婚活パーティー）

ど
う
な
っ
た

新
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン

※�

「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」…
生
活
の
質
を

高
め
な
が
ら
、健
全
な

経
済
活
動
を
促
し
、

環
境
負
荷
を
抑
え
な

が
ら
成
長
を
続
け
る

都
市
の
姿
。
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町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

下山和由 議員

GPS発信機で見守り�
� システムの確立を
携帯電話のサービスを�
� 活用されたい

問　
全
国
の
地
方
自
治

体
で
は
、
高
齢
者
の

命
を
守
り
、
そ
の
家
族
を

支
援
す
る
た
め
に
「
徘
徊

高
齢
者
家
族
支
援
事
業
」

「
徘
徊
高
齢
者
位
置
探
索

サ
ー
ビ
ス
事
業
」
な
ど
開

始
し
て
い
る
。

　

民
間
企
業
と
の
連
携
を

図
り
、
※

Ｇ
Ｐ
Ｓ
発
信
機

を
活
用
し
た
見
守
り
シ
ス

テ
ム
確
立
は
重
要
と
思
わ

れ
る
が
、
本
町
と
し
て
取

り
組
み
は
可
能
か
。

答
福
田
福
祉
事
務
所
長

　

平
成
14
年
頃
旧
柵

原
町
で
試
行
的
に
取
り
入

れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
機

器
の
携
帯
が
難
し
か
っ

た
。

　

そ
の
後
、
旧
久
米
署
時

代
に
久
米
郡
防
犯
連
合
会

が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
持
つ
機

器
を
３
台
契
約
し
、
一
般

に
貸
し
出
し
た
経
過
も
あ

る
が
、
現
在
は
行
っ
て
い

な
い
。

　

以
前
に
比
べ
、
携
帯
電

話
を
所
有
す
る
高
齢
者
も

増
え
、
ほ
と
ん
ど
に
Ｇ
Ｐ

Ｓ
機
能
が
あ
る
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
搭
載
の
携

帯
電
話
に
よ
る
位
置
検
索

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
ほ

し
い
。

問　
独
居
老
人
宅
に
緊

急
通
報
装
置
の
設
定

が
行
き
届
い
て
い
る
が
、

そ
の
機
能
は
果
た
さ
れ
て

い
る
か
。

答
福
田
福
祉
事
務
所
長

　

中
央
地
域
44
人
、

旭
地
域
42
人
、
柵
原
地
域

44
人
が
設
置
し
て
い
る
。

　

民
生
委
員
か
ら
の
報
告

で
各
地
域
の
様
子
を
把
握

し
て
い
る
。

　

旭
地
域
は
非
常
ボ
タ
ン

を
押
し
た
ら
24
時
間
体
制

の
ベ
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
な

が
り
対
処
す
る
セ
ン
タ
ー

方
式
。

　

中
央
、
柵
原
地
域
は
、

協
力
員
方
式
で
、
通
報
が

協
力
員
に
入
り
、
駆
け
つ

け
て
も
ら
う
。

　

今
後
、
全
町
24
時
間
体

制
の
セ
ン
タ
ー
方
式
へ
向

け
て
努
力
す
る
。

問　
先
般
、
鉱
山
公
園

整
備
と
し
て
応
募
者

１
１
０
人
の
中
か
ら
、
新

駅
舎
名
が「
黄
福
柵
原
駅
」

に
決
定
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
新
た
な

観
光
振
興
を
図
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　

11
月
に
は
全
国
鉄
道
保

存
会
の
総
会
お
よ
び
美
咲

町
産
業
祭
「
ぽ
っ
ぽ
ま
つ

り
」
が
柵
原
地
域
で
開
催

さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

重
視
し
て
新
た
な
観
光
策

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
畝
本
産
業
課
長

　

７
月
に
販
売
開
始

し
た
ピ
ザ
の
店
に
も
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て

お
り
、
年
内
に
は
み
さ
き

ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
を
利
用
し
た

町
内
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
た
い
。

　

点
か
ら
線
に
な
る
よ
う

な
観
光
ル
ー
ト
作
成
に
努

め
る
。

問　
産
業
課
の
担
当
職

員
は
、町
内
の
史
跡
、

各
所
の
観
光
案
内
が
で
き

る
よ
う
知
識
と
教
養
を
身

に
つ
け
て
対
応
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
畝
本
産
業
課
長

　

職
員
を
対
象
に
町

内
の
史
跡
、
名
所
を
見
学

さ
せ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
利
用
し
て
周
知
を
図

っ
て
い
る
。

　

来
町
者
や
、
電
話
な
ど

で
の
問
い
合
わ
せ
に
も
全

員
が
対
応
で
き
る
よ
う
心

が
け
て
い
る
。

　

今
後
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な

ど
を
作
成
し
、
知
識
の
向

上
に
も
努
め
る
。

※�

Ｇ
Ｐ
Ｓ
…
位
置
情
報

計
測
シ
ス
テ
ム

イ
ベ
ン
ト
を

重
視
し
た

観
光
振
興
を

ここから始まる夢の旅（黄福柵原駅）
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町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

問　
８
月
16
日
、
岡
山

県
下
で
初
め
て
の
催

し
で
あ
る
「
30
歳
の
成
人

式
in
美
咲
」
が
開
催
さ
れ

た
。

　

仕
事
帰
り
の
人
や
子
育

て
真
っ
最
中
の
母
親
も
実

行
委
員
会
に
加
わ
り
、
本

町
の
活
性
化
・
発
展
を
願

い
開
催
し
た
こ
と
が
本
当

に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ

る
。

　

今
後
も
定
着
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
が
、
行
政
の

考
え
は
ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

若
い
人
が
安
心
し

て
働
け
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
で
あ
り
、
保
育
園
の

充
実
が
重
要
で
あ
る
と
感

じ
た
。

　

若
者
の
発
想
を
町
政
に

生
か
し
て
も
ら
え
る
の
で

は
と
期
待
し
て
い
る
。

　

本
町
の
活
性
化
に
つ
な

が
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

答
岡
部
副
町
長

　

若
い
力
は
魅
力
的

で
頼
も
し
い
。
新
た
に
本

町
に
来
た
い
と
い
う
人
が

増
え
る
よ
う
な
活
動
を
一

林田　実 議員

若者の発想を�
� まちづくりへ生かせ
活性化につながるものと�
� 期待している

緒
に
し
て
い
き
た
い
。

　

本
町
の
将
来
に
と
っ
て

心
強
く
、
今
後
に
期
待
す

る
。答

泉
教
育
長

　

30
歳
ら
し
い
非
常

に
落
ち
着
い
た
成
人
式
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

国
内
外
を
問
わ
ず
幅
広

い
経
験
が
、
落
ち
着
い
た

人
間
性
の
形
成
に
重
要
で

あ
ろ
う
と
感
じ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
づ
く

り
に
大
き
な
力
に
な
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課

長

　

同
じ
地
域
で
生
ま
れ
育

っ
た
者
同
士
の
絆
を
再
結

成
し
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
と
い
う
開
催

の
趣
旨
は
、
行
政
が
考
え

る
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

と
一
致
し
て
い
る
こ
と
を

強
く
感
じ
た
。

　

活
性
化
へ
の
取
り
組
み

に
対
し
、
連
帯
感
を
持
ち

で
き
る
限
り
支
援
し
て
い

き
た
い
。

問　
文
部
科
学
省
で

は
、「
早
寝
早
起
き
朝

ご
は
ん
」
を
提
唱
し
て
お

り
、
岡
山
県
で
も
「
ぱ
っ

ち
り
！
モ
グ
モ
グ
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
る
。

　

脳
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
に
は
ブ
ド
ウ
糖
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。

　

家
庭
の
役
割
と
し
て
朝

ご
は
ん
の
大
切
さ
を
理
解

し
て
も
ら
い
、
習
慣
づ
け

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。

答
木
谷
教
育
総
務
課
長

　

ブ
ド
ウ
糖
の
補
給

は
、
脳
の
活
性
化
、
集
中

力
や
記
憶
力
を
高
め
る
効

果
が
あ
る
。

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
が

連
携
し
て
規
則
正
し
い
生

活
リ
ズ
ム
の
推
進
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

問　
４
月
実
施
の
県
内

公
立
中
学
校
１
年
生

を
対
象
に
し
た
岡
山
県
学

力
テ
ス
ト
で
、
本
町
が
ト

ッ
プ
に
な
っ
た
要
因
が
考

え
ら
れ
る
か
。

答
泉
教
育
長

　

学
力
向
上
連
絡
協

議
会
で
の
協
議
、
学
校
で

の
し
っ
か
り
し
た
授
業
づ

く
り
、
み
さ
き
っ
子
テ
レ

ビ
教
室
、
教
諭
の
研
修
な

ど
積
み
上
げ
た
結
果
だ
と

考
え
る
。

問　
水
泳
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
派
遣
の
成
果

は
。

　

来
年
度
以
降
の
計
画
は
。

答
泉
教
育
長

　

標
準
記
録
を
突
破

し
た
人
数
が
増
え
、
泳
力

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
報
告
を
受
け
た
。

　

来
年
度
は
、
３
、
４
年

生
か
ら
実
施
し
た
い
。

家
庭
と
学
校
の

役
割
分
担
を

水
泳
指
導
の

成
果
は

初の試み「30歳の成人式」（柵原文化センター）
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町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

左居喜次 議員

子どもたちへの�
� 防犯対策は
適切な場所に�
� 防犯カメラを新設する

問　
本
年
７
月
、
倉
敷

市
に
お
い
て
学
校
か

ら
帰
宅
中
の
小
学
５
年
生

の
女
子
児
童
が
誘
拐
さ
れ

５
日
間
監
禁
さ
れ
る
事
件

が
起
き
た
。

　

今
日
ま
で
こ
の
事
件
を

受
け
て
各
地
で
防
犯
対
策

の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

①
本
町
で
は
、
保
育
園
、

小
学
校
、
中
学
校
の
防
犯

対
策
を
現
在
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

②
園
外
、
校
外
で
の
防
犯

対
策
は
。

　

ま
た
、
新
た
な
対
策
は

あ
る
か
。

③
犯
罪
抑
止
策
の
一
助
と

し
て
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

が
必
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
県
で
は
26
年
度

よ
り
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

補
助
制
度
を
創
設
し
運
用

し
て
い
る
が
、
町
に
補
助

制
度
が
な
い
た
め
、
自
治

会
な
ど
が
設
置
す
る
場
合

も
補
助
金
を
受
け
ら
れ
な

い
状
況
に
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
今
後
の
対

応
は
。

答
稲
谷
こ
ど
も
課
長

　

①
町
内
４
保
育
園

は
不
審
者
が
侵
入
し
た

際
、
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け

で
警
察
に
直
接
通
報
が
で

き
、
緊
急
出
動
す
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。

②
園
外
保
育
で
は
、
保
育

士
が
十
分
注
意
を
払
い
、

安
全
を
確
保
し
な
が
ら
実

施
し
て
い
る
。

　

現
在
、
少
な
く
と
も
毎

月
１
回
の
避
難
訓
練
と
年

１
回
の
防
犯
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
警
察
の
指
導

で
よ
り
効
果
の
あ
る
訓
練

を
行
っ
て
い
く
。

③
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状

況
は
、
旭
保
育
園
を
除
い

た
３
園
に
つ
い
て
は
、
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
不

審
者
の
侵
入
対
策
を
し
て

い
る
。

　

旭
保
育
園
に
つ
い
て

も
、
本
定
例
会
に
補
正
予

算
を
提
出
し
、
設
置
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

答
木
谷
教
育
総
務
課
長

　

①
各
小
中
学
校
に

つ
い
て
は
、
毎
年
防
災
訓

練
と
防
犯
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。

②
郊
外
で
は
、
保
護
者
、

地
域
の
方
々
に
よ
る
見
守

り
隊
、
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
る
犯
罪
抑
止
対
策
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
学
校
低
学
年

か
ら
防
犯
に
対
す
る
基
礎

知
識
の
教
育
を
行
い
、
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課

長

③
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
県
の
制

度
を
活
用
し
、
適
切
な
場

所
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
新
設

す
る
た
め
現
在
設
置
場
所

の
選
定
な
ど
準
備
を
進
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
自
治
会
な
ど
の

設
置
に
対
し
て
も
、
県
の

制
度
が
活
用
で
き
る
よ
う

に
現
在
準
備
を
進
め
て
い

る
。問　

自
ら
が
犯
罪
者
に

な
ら
な
い
た
め
の
規

範
意
識
の
向
上
に
対
す
る

指
導
は
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
る
の
か
。

答
泉
教
育
長

　

校
内
で
防
犯
訓
練

を
行
う
と
同
時
に
外
部
か

ら
も
様
々
な
方
に
お
願
い

し
て
指
導
し
て
い
る
。

　

応
援
も
重
ね
な
が
ら
規

範
意
識
並
び
に
防
犯
意
識

の
向
上
に
努
め
た
い
。

問　
鳥
獣
に
よ
る
被
害

が
農
作
物
だ
け
で
は

な
く
、
道
路
、
墓
地
、
住

宅
な
ど
に
も
及
ん
で
い
る
。

　

定
住
促
進
の
面
か
ら
も

農
作
物
以
外
の
部
分
に
対

し
て
も
補
助
金
制
度
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
畝
本
産
業
課
長

　

国
の
鳥
獣
被
害
防

止
総
合
支
援
事
業
に
取
り

組
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

資
材
提
供
を
し
、
地
元
で

設
置
を
お
願
い
す
る
。

　

広
範
囲
に
全
体
を
囲
む

柵
で
あ
り
、効
果
が
あ
る
。

　

こ
の
事
業
を
推
進
し
、

被
害
の
防
止
対
策
に
努
め

た
い
。

有
害
鳥
獣
か
ら

住
環
境
を
守
る
た

め
の
補
助
制
度
を

子どもたちの安全を見守ります

防
犯
カ
メ
ラ
作
動
中
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町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

江原耕司 議員

災害が起きる前に�
� 道路管理を
来年度から�
� 前向きに予算を組む

問　
最
近
の
異
常
気
象

の
た
め
各
地
で
災
害

が
起
き
て
い
る
。

　

本
町
は
災
害
が
少
な
く

良
い
町
だ
と
感
じ
て
い
る

が
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
。

　

各
地
区
で
老
齢
化
が
進

み
、
草
刈
り
、
溝
な
ど
の

清
掃
管
理
が
難
し
い
状
況

で
あ
る
。

　

落
ち
葉
な
ど
が
た
ま
り

思
い
も
か
け
な
い
洪
水
が

発
生
す
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
る
。

　

旭
地
域
に
１
人
配
置
さ

れ
て
い
る
道
路
維
持
作
業

員
を
増
員
し
、
一
定
の
時

期
だ
け
で
も
町
に
作
業
を

お
願
い
で
き
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

来
年
度
か
ら
、
作

業
員
を
増
員
す
る
な
ど
前

向
き
に
道
路
維
持
に
関
す

る
予
算
を
組
ん
で
い
き
た

い
。問　

町
民
の
大
事
な
財

産
で
も
あ
る
町
有
林

の
現
状
と
将
来
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

①
場
所
、
面
積
、
天
然
林

と
人
工
植
林
の
割
合
と
樹

種
、
樹
齢
は
。

②
具
体
的
な
管
理
方
法
は
。

③
財
産
価
値
を
ど
う
考
え

る
か
。

④
天
然
林
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

⑤
町
有
林
の
将
来
像
は
。

⑥
町
民
の
財
産
が
こ
の
ま

ま
で
良
い
か
。

⑦
山
林
関
係
の
担
当
課
は
。

⑧
町
は
山
林
の
寄
附
を
受

け
付
け
る
か
。

答
定
本
町
長

　

①
※
１
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
、状
況
を
調
べ
た
い
。

②
18
年
度
に
一
部
町
有
林

の
伐
採
、
間
伐
事
業
を
行

っ
た
が
、
そ
の
後
管
理
な

ど
は
行
え
て
い
な
い
。

③
時
価
や
将
来
性
を
十
分

調
べ
報
告
す
る
。

　

あ
る
程
度
の
費
用
を
捻

出
す
る
よ
う
な
活
用
方
法

も
考
え
た
い
。

④
天
然
林
、
普
通
雑
林
、

雑
山
の
中
で
、
雑
山
部
分

に
つ
い
て
は
、
真
庭
市
が

本
格
的
に
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
で
電
気
を
起
こ
す
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。
本
町

の
参
加
も
考
え
た
い
。

⑤
⑥
立
派
な
財
産
を
後
世

に
残
す
た
め
に
は
、
長
い

期
間
で
考
え
て
保
全
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

⑦
山
自
体
は
普
通
財
産
で

あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
課
が

管
理
す
る
。

　

森
林
の
活
用
な
ど
に
つ

い
て
は
産
業
課
が
担
当
。

⑧
受
け
付
け
て
い
な
い
。

今
後
も
し
ば
ら
く
は
受
け

付
け
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

問　
※
２
バ
イ
オ
マ
ス
な

ど
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
、
雇
用
確
保
が
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
予
定
は
。

答
定
本
町
長

　

バ
イ
オ
マ
ス
に
つ

い
て
は
、
相
当
な
費
用
が

か
か
り
十
分
な
検
討
が
必

要
で
あ
る
。

　

推
進
委
員
会
は
、
財
政

的
な
問
題
も
あ
り
、
立
ち

上
げ
る
予
定
は
な
い
。

※
１�

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」…
情
報

通
信
技
術
。
総
務

省
が
用
い
る
用
語
。

※
２�

「
バ
イ
オ
マ
ス
」…

再
生
可
能
な
生
物

由
来
の
有
機
性
資

源
。（
化
石
資
源
を

除
く
）

期待される真庭バイオマス発電株式会社の発電所完成予想図
（提供：銘建工業株式会社）

町
民
の
財
産
を

有
効
に
活
用
せ
よ



18美咲町議会だより  No.38  ＜2014.11＞

町政を問う
一般質問

質問

答弁

有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

金谷髙子 議員

定住促進への�
� 補助金の見直しを
厳しい財政状況の�
� 中では難しい

問　
26
年
後
に
は
５
２

３
の
自
治
体
が
人
口

１
万
人
を
切
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

本
町
も
26
年
後
に
は
１

万
２
，８
４
７
人
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て

分
譲
地
の
販
売
を
行
っ

た
。
第
１
期
40
区
画
、
第

２
期
13
区
画
が
完
売
、
第

３
期
も
計
画
中
と
聞
く
。

　

町
の
分
譲
地
を
購
入
し

た
場
合
「
５
千
円
×
坪
数

の
補
助
金
」「
５
年
間
の
固

定
資
産
税
に
対
す
る
補

助
」
な
ど
あ
る
が
、
私
有

地
に
建
て
た
場
合
「
３
年

間
の
新
築
住
宅
部
分
に
係

る
固
定
資
産
税
補
助
」
で

あ
る
。

　

分
譲
地
と
私
有
地
を
平

等
に
で
き
な
い
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課

長

　

町
内
定
住
者
を
促
進
す

る
目
的
で
美
咲
町
定
住
促

進
住
宅
新
築
等
補
助
金
を

制
定
し
て
い
る
。

　

過
去
３
年
平
均
で
は
分

譲
地
以
外
へ
の
新
築
は
、

年
間
約
16
件
で
あ
る
。

　

町
営
分
譲
地
の
制
度
に

当
て
は
め
る
と
約
１
，２

０
０
万
円
の
費
用
が
必
要

と
な
る
。
ま
た
、
補
助
金

を
２
年
間
延
長
す
れ
ば
年

間
約
３
０
０
万
円
必
要
で

あ
る
。

　

今
後
さ
ら
に
厳
し
く
な

る
財
政
状
況
の
中
で
は
導

入
は
難
し
い
。

問　
Ｉ
タ
ー
ン
で
空
き

家
を
購
入
し
た
人
に

改
修
費
の
補
助
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課

長

　

Ｉ
タ
ー
ン
促
進
に
は
有

効
な
制
度
で
は
あ
る
が
、

厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況

の
中
で
は
難
し
い
。

問　
敬
老
の
お
祝
い
と

し
て
商
品
券
「
か
け

は
し
」
を
郵
送
し
て
い
る

が
、
使
い
づ
ら
い
と
の
声

も
あ
る
。

　

敬
老
会
の
催
し
を
す
る

地
域
も
増
え
て
い
る
。

　

自
治
会
と
相
談
し
、
お

祝
い
を
手
渡
し
で
き
な
い

か
。

　

ま
た
、
地
域
の
事
業
に

転
換
で
き
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

商
品
券
に
つ
い
て

は
、
以
前
か
ら
質
問
が
あ

る
が
、
前
年
度
と
同
じ
形

態
を
続
け
て
い
る
の
が
実

情
。

　

個
人
情
報
保
護
法
が
あ

り
、
各
自
治
会
長
に
名
簿

を
渡
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

各
地
区
で
敬
老
会
を
開

く
に
は
、
輸
送
や
施
設
入

所
の
方
を
ど
う
す
る
か
な

ど
問
題
が
あ
る
。

問　
国
が
小
中
学
校
の

統
廃
合
に
関
す
る
指

針
を
60
年
ぶ
り
に
見
直

し
、
再
編
に
よ
る
規
模
拡

大
を
積
極
的
に
後
押
し
す

る
方
針
を
固
め
た
。

　

必
要
な
子
ど
も
の
人
数

や
学
級
数
を
維
持
で
き
な

い
学
校
が
増
え
て
い
る
。

　

統
廃
合
す
る
か
ど
う
か

は
市
町
村
の
判
断
と
あ
る

が
、
本
町
の
考
え
は
。

答
泉
教
育
長

　

統
廃
合
に
は
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
両
面

が
あ
る
。

　

現
在
、
町
内
の
小
中
学

校
の
様
子
を
見
て
も
、
１

ク
ラ
ス
で
運
営
が
で
き
て

お
り
、
５
年
後
も
そ
の
状

況
は
変
わ
ら
な
い
。

　

少
人
数
学
級
に
は
一
人

一
人
に
目
が
届
く
利
点
が

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
制
約

も
あ
る
が
現
行
の
体
制
で

維
持
し
て
い
き
た
い
。

敬
老
記
念
事
業
の

見
直
し
を

小
中
学
校
統
廃
合

の
可
能
性
は

おじいちゃん・おばあちゃんが隣でとても助かってます

わたしも
家族の一員です
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町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

山　剛 議員

ピオーネの�
� 今後の販売促進策は
海外でブランド力をつけ�
� 増収を目指す

問　
①
昨
年
、
美
咲
町

特
産
品
の
ニ
ュ
ー
ピ

オ
ー
ネ
を
香
港
で
Ｐ
Ｒ
し

た
が
、
成
果
は
。

②
今
年
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
販
売
促
進
を
と
い
う

こ
と
だ
が
、
生
産
者
に
同

行
の
話
が
な
か
っ
た
と
聞

く
が
ど
う
か
。

③
ま
た
、
生
産
者
へ
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

答
畝
本
産
業
課
長

　

①
香
港
で
約
１
㌧

販
売
し
た
。
香
港
は
検
疫

が
容
易
で
富
裕
層
が
多

い
、
大
手
商
社
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
有
効
に
使
え
る

利
点
が
あ
っ
た
。

②
今
年
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
と
の
競
合
に
よ
り
、
高

規
格
の
ブ
ド
ウ
が
香
港
で

は
販
売
で
き
な
い
。
日
本

か
ら
の
輸
出
も
少
な
く
、

販
売
単
価
が
香
港
よ
り
高

額
で
あ
る
こ
と
か
ら
ピ
オ

ー
ネ
の
市
場
開
拓
が
期
待

で
き
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

選
択
し
た
。

　

生
産
者
の
参
加
に
つ
い

て
は
各
部
会
長
を
通
し
て

諮
っ
て
い
る
。

③
日
本
の
市
場
価
格
よ
り

も
高
額
な
販
売
で
、
Ｊ
Ａ

を
通
じ
て
生
産
者
へ
お
返

し
し
て
い
る
。
ま
た
、
市

場
手
数
料
が
不
要
の
た
め

経
費
軽
減
に
な
る
。

答
定
本
町
長

　

海
外
で
の
高
い
評

判
は
大
き
な
ブ
ラ
ン
ド
力

に
な
り
、
増
収
を
見
込
む

こ
と
が
で
き
る
。

　

輸
出
先
に
応
じ
た
好
ま

れ
る
ブ
ド
ウ
を
輸
出
し
、

評
判
を
高
め
て
い
き
た
い
。

問　
Ｊ
Ａ
へ
出
荷
し
な

い
個
人
で
も
注
文
が

多
く
生
産
が
追
い
つ
か
な

い
と
聞
く
。

　

国
内
の
関
西
、
大
阪
方

面
で
も
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
は

ど
う
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
販
売
促

進
計
画
は
。

答
畝
本
産
業
課
長

　

中
央
地
域
は
大
阪

市
場
、
東
京
市
場
に
、
柵

原
地
域
は
三
原
市
場
に
ブ

ド
ウ
を
流
し
て
い
る
。
生

産
量
が
足
ら
な
い
場
合
、

お
互
い
に
選
果
場
か
ら
融

通
し
合
い
販
売
に
努
め
て

い
る
。
生
産
量
が
足
ら
な

い
と
い
う
情
報
は
入
っ
て

い
な
い
。

答
定
本
町
長

　

産
地
間
競
争
が
激

し
く
な
っ
て
お
り
、
産
地

間
の
中
で
評
判
が
良
い
ブ

ド
ウ
を
売
る
よ
う
に
プ
レ

ミ
ア
を
つ
け
て
い
く
。

　

そ
の
た
め
海
外
で
も
評

判
の
「
美
咲
ブ
ド
ウ
」
と

い
う
名
前
を
つ
く
り
た
い
。

問　
岡
山
県
で
は
、
カ

ワ
ウ
の
被
害
が
約
５

千
万
円
で
、
イ
ノ
シ
シ
、

シ
カ
に
次
ぐ
被
害
額
と
な

っ
て
い
る
。

　

銃
器
で
の
駆
除
に
は
周

囲
へ
の
危
険
も
伴
い
、
大

変
難
し
い
の
が
現
状
で
あ

る
。

　

カ
ワ
ウ
の
駆
除
に
対
し

て
補
助
金
は
出
せ
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

補
助
金
よ
り
も
近

隣
町
村
の
連
携
、
共
同
作

業
が
必
要
で
あ
る
。

問　
猟
期
以
外
は
地
元

し
か
駆
除
で
き
な

い
。
他
市
町
村
に
は
入
れ

ず
、
町
境
が
１
番
の
ネ
ッ

ク
だ
。

　

各
市
町
村
を
越
え
て
で

も
駆
除
が
で
き
る
よ
う
に

県
へ
働
き
か
け
が
で
き
な

い
か
。

答
定
本
町
長

　

そ
れ
ぞ
れ
の
区
域

を
越
え
る
こ
と
は
難
し
い

と
聞
く
。

　

行
政
ば
か
り
で
な
く
、

猟
友
会
皆
さ
ん
の
同
意
が

必
要
で
あ
り
、
県
へ
も
猟

友
会
か
ら
働
き
か
け
を
お

願
い
す
る
。

海外でブランド力が高まる美咲ブドウ

難
し
く
危
険
な

駆
除
活
動
に

補
助
金
を
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町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

延原正憲 議員

町の施策は第二次振興�
� 計画を根拠とせよ
過疎計画などで�
� 具体化している

問　
美
咲
町
第
二
次
振

興
計
画
は
、
町
の
行

政
施
策
の
根
拠
と
す
べ
き

で
あ
る
。

　

ま
た
、
第
一
次
振
興
計

画
よ
り
住
民
意
識
調
査
結

果
が
悪
化
し
た
次
の
３
項

目①
高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す

い
環
境
か

②
公
共
交
通
機
関
の
利
便

性
は
満
足
か

③
農
林
水
産
業
は
元
気
か

に
つ
い
て
は
、
真
剣
に
要

因
分
析
と
早
急
な
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

第
二
次
振
興
計
画

を
根
拠
と
し
た
具
体
的
な

施
策
は
過
疎
計
画
な
ど
で

明
示
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
５
年
後
に
は
見

直
し
て
い
く
。

答
桑
元
保
険
・
年
金
課

長

①
要
支
援
者
や
一
般
高
齢

者
が
生
活
し
や
す
い
よ
う

多
様
な
集
い
の
場
、
多
様

な
支
え
合
い
の
補
い
が
で

き
る
社
会
を
つ
く
る
よ
う

に
一
層
取
り
組
ん
で
い
く
。

答
遠
藤
情
報
交
通
課
長

　

②
意
識
調
査
結
果

は
地
域
別
に
大
き
な
差
が

あ
る
。

　

黄
福
タ
ク
シ
ー
事
業
の

全
町
実
施
な
ど
の
状
況
を

見
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

答
畝
本
産
業
課
長

　

③
農
業
公
社
に
よ

る
受
託
拡
大
や
集
落
営
農

組
織
の
育
成
で
高
齢
化
・

担
い
手
不
足
に
対
応
し
た

い
。

　

さ
ら
に
、
ピ
オ
ー
ネ
な

ど
の
特
産
品
の
推
進
や
Ｊ

Ａ
と
連
携
し
、
売
れ
る
米

づ
く
り
を
推
進
し
魅
力
あ

る
農
業
の
確
立
を
目
指
す
。

問　
解
体
撤
去
に
40
万

円
の
補
助
金
制
度
が

導
入
さ
れ
た
が
、
ま
だ
活

用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
解
体
撤
去
す
れ

ば
住
宅
用
地
の
固
定
資
産

税
の
軽
減
措
置
が
適
用
さ

れ
な
く
な
る
と
い
う
現
行

制
度
が
危
険
家
屋
撤
去
の

支
障
に
な
っ
て
い
る
と
の

指
摘
が
あ
る
。

　

居
住
が
不
可
能
な
危
険

家
屋
用
地
を
住
宅
用
地
と

は
認
め
な
い
解
釈
は
で
き

な
い
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課

長

　

補
助
金
制
度
は
26
年
７

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

ば
か
り
で
あ
り
、
す
で
に

１
件
相
談
を
受
け
て
い
る
。

答
鳥
越
税
務
課
長

　

住
宅
用
地
の
認
定

に
つ
い
て
は
、
課
税
標
準

の
特
例
措
置
の
認
定
要
件

に
照
ら
し
て
対
応
し
た
い
。

問　
バ
ン
ガ
ロ
ー
は
10

棟
ま
だ
使
用
可
能
で

あ
る
が
、
搬
出
な
ど
に
多

額
の
経
費
が
必
要
な
こ
と

か
ら
経
済
価
値
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
。

　

そ
の
ま
ま
放
置
す
る
よ

り
も
、
早
期
に
処
分
し
て

跡
地
を
有
効
利
用
す
べ
き

で
あ
る
。

　

建
物
の
処
理
手
続
き
は

ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

解
体
処
分
に
は
多

額
の
費
用
が
必
要
と
な

る
。
町
民
を
対
象
に
公
募

す
る
予
定
で
あ
り
、
10
月

の
広
報
で
案
内
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

有
効
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

老
朽
危
険
家
屋
の

撤
去
に
前
向
き
な

対
応
を

旧
柵
原
パ
レ
ス
の

バ
ン
ガ
ロ
ー
の

処
理
手
続
き
は

大切に再利用してね（バンガロー）
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町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

三船勝之 議員

財政を圧迫しない�
� 特別会計事業を
町民の恩恵を重視した�
� 政策を打ち出す

問　
合
併
記
念
事
業
と

し
て
全
町
に
光
フ
ァ

イ
バ
ー
を
巡
ら
し
た
「
み

さ
き
ネ
ッ
ト
」が
始
ま
り
、

旧
３
町
の
一
体
感
が
保
た

れ
る
の
で
は
と
大
き
な
期

待
を
し
て
い
た
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
は
年
々
増
加
し
て
い

る
が
、
加
入
率
は
伸
び
て

い
な
い
よ
う
だ
。

　

今
後
の
加
入
率
に
つ
い

て
、
予
測
し
て
い
る
か
。

　

普
段
あ
ま
り
使
わ
れ
て

い
な
い
防
災
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
あ
る
が
、
今
後
ど
う
考

え
る
か
。

　

ま
た
、
４
Ｋ
テ
レ
ビ
と

は
。答

遠
藤
情
報
交
通
課
長

　

加
入
は
伸
び
悩
ん

で
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
、

自
宅
に
ア
ン
テ
ナ
を
上
げ

る
こ
と
で
視
聴
可
能
な
世

帯
や
共
聴
組
合
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
を
除
く
と
、

大
体
普
及
し
て
い
る
こ
と

が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接

続
率
を
上
げ
る
方
向
で
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　

防
災
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
防

災
の
関
係
で
設
置
し
て
お

り
、
い
つ
で
も
視
聴
で
き

る
。

　

４
Ｋ
テ
レ
ビ
と
は
、
従

来
の
フ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

と
比
較
し
て
約
４
倍
の
解

像
度
が
あ
る
テ
レ
ビ
で
あ

る
。

問　
現
在
、
約
６
割
の

加
入
で
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
が
続
く

中
、
将
来
の
大
き
な
負
担

が
懸
念
さ
れ
、
改
革
の
必

要
が
あ
る
。

　

４
Ｋ
テ
レ
ビ
時
代
に
な

っ
た
場
合
、
現
在
の
機
器

を
入
れ
替
え
る
必
要
性
は

な
い
か
。

答
遠
藤
情
報
交
通
課
長

　

24
年
度
と
25
年
度

を
比
較
す
る
と
、
繰
入
金

は
約
４
千
万
円
増
額
し
て

い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

器
の
更
新
、「
う
た
の
し
も

団
地
」の
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
、

断
線
に
よ
る
復
旧
工
事
な

ど
が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
。

　

今
後
、
相
当
な
金
額
が

予
想
さ
れ
る
機
器
の
入
れ

替
え
も
あ
り
、
維
持
管
理

費
用
は
増
加
し
て
い
く
見

込
み
で
あ
る
。

　

４
Ｋ
テ
レ
ビ
に
対
応
す

る
カ
メ
ラ
を
購
入
す
れ

ば
、
現
在
、
購
入
予
定
価

格
の
倍
以
上
の
費
用
が
か

か
る
。

問　
現
在
、
契
約
し
て

い
る
委
託
先
を
再
検

討
す
る
考
え
は
。

答
遠
藤
情
報
交
通
課
長

　

本
年
度
で
契
約
が

終
了
す
る
が
、
よ
り
良
い

方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
現
行
の
簡
易
水
道

特
別
会
計
が
29
年
度

か
ら
地
方
公
営
企
業
へ
移

行
す
る
。

　

移
行
に
向
け
て
の
取
り

組
み
は
。

答
山
下
上
下
水
道
課
長

　

水
道
施
設
の
合
理

的
か
つ
適
正
な
管
理
、
施

設
の
統
廃
合
、
施
設
の
延

命
、
有
収
率
の
向
上
、
職

員
の
意
識
改
革
を
行
い
、

さ
ら
な
る
経
営
努
力
で
支

出
の
削
減
を
目
指
し
た
い
。

　

水
道
料
金
に
つ
い
て

は
、
独
立
採
算
の
原
則
で

料
金
設
定
を
行
う
べ
き
だ

が
、
町
の
政
策
な
ど
考
慮

に
入
れ
、
近
隣
市
町
村
の

料
金
体
系
を
注
視
し
な
が

ら
設
定
し
た
い
。

問　
独
立
採
算
で
運
営

で
き
る
よ
う
な
体
系

づ
く
り
が
望
ま
し
い
が
、

ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

簡
易
水
道
会
計
で

施
設
の
改
修
を
行
う
と
補

助
金
が
出
る
の
で
、
移
行

ま
で
に
施
設
改
修
を
し
た

い
。

　

ほ
ぼ
全
町
民
が
使
う
水

で
あ
る
の
で
、
平
等
性
を

政
策
的
な
柱
と
し
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

加入率増加が求められるみさきネット
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町政を問う
一般質問

質問

答弁

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

岩野正則 議員

田舎暮らし体験で�
� 定住促進を
お試し住宅の成果に�
� 期待している

問　
移
住
希
望
者
の
田

舎
暮
ら
し
体
験
の
状

況
は
ど
う
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課

長

　

移
住
定
住
事
業
の
一
環

と
し
て
、
７
月
に
お
試
し

暮
ら
し
住
宅
を
整
備
し

た
。
11
月
ま
で
に
、
関
東

方
面
か
ら
５
件
、
関
西
方

面
か
ら
３
件
、
他
１
件
の

予
約
が
あ
る
。

　

利
用
者
に
学
校
や
、
空

き
家
の
登
録
物
件
を
見
学

し
て
も
ら
い
、
地
域
住
民

と
の
交
流
も
有
意
義
だ
と

の
意
見
も
頂
い
て
い
る
。

問　
危
険
家
屋
の
除

去
、
空
き
店
舗
改
修

事
業
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。答

畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課

長

　

老
朽
危
険
家
屋
の
通
報

が
13
件
あ
る
。

　

現
在
、
中
央
地
域
で
美

咲
町
老
朽
危
険
家
屋
除
去

支
援
事
業
補
助
金
の
活
用

の
申
し
出
が
あ
る
。

　

空
き
店
舗
等
活
用
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
は
中
央

地
域
で
１
件
、
営
業
の
計

画
が
あ
る
方
が
お
ら
れ
る
。

両
制
度
の
開
始
か
ら
、
ま

だ
２
カ
月
な
の
で
経
過
を

見
て
い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

持
ち
主
が
確
定
で

き
な
い
空
き
家
が
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
。
空
き
家

管
理
に
関
し
て
、
国
の
法

律
も
変
わ
っ
て
き
て
お

り
、
相
手
方
に
厳
し
く
対

処
し
て
い
け
る
の
で
は
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
そ

の
点
も
踏
ま
え
な
が
ら
研

究
し
て
い
く
。

問　
空
き
家
の
活
用
を

再
度
、
所
有
者
に
周

知
す
る
必
要
が
あ
る
。
今

後
、
町
と
し
て
の
意
気
込

み
、
取
り
組
み
は
。

答
定
本
町
長

　

活
性
化
セ
ン
タ
ー

へ
空
き
家
の
提
供
が
な
い

た
め
、
各
自
治
会
長
に
再

度
お
願
い
し
た
い
。

問　
介
護
施
設
の
入
所

待
ち
の
状
況
に
何
か

対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
桑
元
保
険
・
年
金
課

長

　

本
町
で
は
、
あ
さ
ひ
が

丘
、
白
寿
荘
、
吉
井
川
荘

の
３
施
設
が
法
人
や
一
部

事
務
組
合
で
運
営
さ
れ
て

い
る
。
ベ
ッ
ド
数
は
３
施

設
で
合
計
１
７
５
床
あ
る
。

　

約
４
３
０
人
の
待
機
者

を
受
け
付
け
し
て
い
る
。

　

待
機
者
数
に
は
、
複
数

の
施
設
へ
の
申
し
込
み
、

安
心
の
為
に
申
し
込
む
件

数
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

27
年
度
か
ら
、
法
改
正

で
軽
度
の
人
、要
介
護
１
、

２
の
人
は
基
本
的
に
は
特

養
の
入
所
対
象
者
か
ら
外

れ
て
も
ら
い
、
地
域
で
お

互
い
助
け
合
う
形
に
な
る

の
で
は
と
捉
え
て
い
る
。

要
介
護
３
以
上
の
人
が
実

質
待
機
者
に
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。

問　
施
設
を
充
実
す
れ

ば
町
の
負
担
が
増

え
、
介
護
費
、
個
人
の
負

担
も
上
が
っ
て
い
く
と
聞

い
て
い
る
。

　

一
つ
の
町
村
だ
け
で
は

維
持
で
き
な
い
運
営
状
態

で
あ
る
。

　

ま
た
、
施
設
を
充
実
す

れ
ば
雇
用
拡
大
に
も
つ
な

が
る
。

　

国
の
支
援
を
得
て
介
護

の
不
安
を
解
消
で
き
な
い

か
。答

定
本
町
長

　

現
状
を
変
え
る
の

は
難
し
い
状
況
だ
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
ど

う
や
っ
て
ケ
ア
し
て
い
く

か
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

一
緒
に
な
っ
て
話
を
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
吸
い
上
げ
て
、

介
護
保
険
、
地
域
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い

く
。
ケ
ア
に
は
医
療
、
住

ま
い
、
見
回
り
と
予
防
が

一
番
で
あ
る
。

問　
活
性
化
も
兼
ね
て

総
合
的
な
取
り
組
み

の
考
え
は
。

答
定
本
町
長

　

地
域
の
人
が
分
担

し
て
地
域
を
見
守
る
形
に

変
わ
っ
て
い
か
な
い
と
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
機
能
し
な

い
。
よ
り
現
実
的
な
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
く
。

介
護
の
不
安
解
消

に
策
を
講
じ
よ

長寿の話題に花が咲く
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町政を問う
一般質問

質問

答弁
山本宏治 議員

条例制定で安全な�
� 道路を維持せよ

法律の範囲内で対応する

問　
町
道
路
線
の
維
持

管
理
に
は
多
額
な
予

算
が
必
要
で
あ
る
。
特
に

旭
地
域
で
は
路
線
管
理
に

地
域
の
力
が
必
要
で
あ
る
。

①
現
在
、
道
路
維
持
作
業

員
を
１
人
雇
用
し
て
い
る

が
、
増
員
の
考
え
は
あ
る

か
。

②
個
人
所
有
の
木
が
道
路

に
か
か
り
大
変
危
険
な
箇

所
が
各
所
に
見
ら
れ
る
。

無
許
可
で
切
れ
な
い
た

め
、
周
辺
住
民
が
対
応
に

困
っ
て
い
る
。

　

基
準
を
つ
く
り
条
例
制

定
に
よ
り
、
対
応
で
き
な

い
か
。

③
伐
採
し
た
支
障
木
を
真

庭
市
が
取
り
組
ん
で
い
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
利
用

は
で
き
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

①
来
年
度
か
ら
中

央
、
柵
原
地
域
の
地
理
に

精
通
す
る
人
を
増
員
す
る

考
え
で
あ
る
。

答
矢
木
建
設
課
長

　

②
民
法
な
ど
の
法

令
が
あ
り
、
所
有
者
に
伐

採
を
依
頼
し
た
り
、
所
有

者
の
許
可
を
得
て
町
が
切

る
な
ど
の
対
応
と
な
る
。

　

強
制
的
に
処
分
し
て
も

良
い
と
い
う
法
令
根
拠
が

な
い
た
め
、
現
時
点
で
は

条
例
化
は
難
し
い
。

③
搬
入
、
搬
送
コ
ス
ト
、

集
積
コ
ス
ト
な
ど
勘
案

し
、
真
庭
市
の
取
り
組
み

な
ど
聞
き
な
が
ら
、
関
係

各
課
と
協
議
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　
旭
地
域
、
柵
原
地

域
で
の
交
通
安
全
上

危
険
な
道
路
の
箇
所
は
な

い
か
。

　

条
例
化
に
向
け
た
住
民

に
示
せ
る
も
の
を
つ
く
る

考
え
は
。

答
國
宗
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

　

支
障
木
が
個
人
所
有
の

土
地
か
ら
出
て
い
る
。
倒

木
に
つ
い
て
は
、
職
員
な

ど
で
伐
採
す
る
な
ど
通
行

上
安
全
な
対
応
は
と
っ
て

い
る
。

答
牧
野
旭
総
合
支
所
産

業
建
設
課
長
補
佐

　

行
政
相
談
が
よ
く
あ

る
。
職
員
で
で
き
る
と
こ

ろ
は
、
対
応
し
て
い
る
。

広
範
囲
な
箇
所
に
つ
い
て

は
業
者
委
託
も
含
め
て
検

討
が
必
要
。

答
矢
木
建
設
課
長

　

法
律
の
範
囲
を
超

え
て
条
例
制
定
は
で
き
な

い
。
町
か
ら
所
有
者
に
勧

告
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問　
雑
木
や
雑
草
な
ど

に
つ
い
て
各
自
治
会

な
ど
に
連
絡
し
、
各
自
治

会
が
把
握
で
き
る
よ
う
に

で
き
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

自
治
会
へ
も
お
願

い
す
る
。

問　
告
知
放
送
を
職
員

に
担
当
さ
せ
て
い
る

が
、
基
準
と
目
的
は
。

　

総
合
的
な
指
導
は
し
て

い
る
か
。

答
遠
藤
情
報
交
通
課
長

　

基
準
は
特
に
設
け

て
い
な
い
。
職
員
誰
で
も

告
知
放
送
が
で
き
る
こ
と

が
目
的
。

　

録
音
時
に
、
み
さ
き
ネ

ッ
ト
の
職
員
が
指
示
を
出

し
た
り
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

研
修
も
実
施
し
て
い
る
。

問　
町
外
に
移
転
し
た

人
の
葬
儀
を
町
内
の

喪
主
が
出
す
場
合
、
告
知

放
送
で
お
知
ら
せ
で
き
な

い
か
。

　

ま
た
、
み
さ
き
テ
レ
ビ

の
ｄ
ボ
タ
ン
で
戸
籍
の
動

き
を
流
す
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答
遠
藤
情
報
交
通
課
長

　

町
外
の
場
合
有
料

で
喪
主
か
ら
の
ご
案
内
と

い
う
形
で
取
り
入
れ
て
は

と
考
え
て
い
る
。

　

戸
籍
の
動
き
に
つ
い
て

は
、
常
用
漢
字
外
の
文
字

の
表
記
に
つ
い
て
課
題
が

あ
る
が
、
前
向
き
に
考
え

て
い
く
。

み
さ
き
ネ
ッ
ト
の

さ
ら
な
る

有
効
活
用
を

皆様によりわかりやすい放送を目指します
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町政を問う
一般質問

質問

答弁
形井　圓 議員

速やかな�
� 所有権移転登記を
早急にはできないが�
� 取り組む必要はある

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
経
路
の
急
な
カ

ー
ブ
に
土
砂
が
放
置
さ
れ

て
お
り
、
地
元
か
ら
撤
去

の
要
望
が
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
１
年
以
上
も
放

置
さ
れ
て
い
た
。

　

町
道
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
る
道
路
管
理
は
、
町

の
責
任
で
は
な
い
か
。

答
森
廣
柵
原
総
合
支
所

長

　

公
衆
用
道
路
な
の
で
、

地
元
が
警
察
に
連
絡
し
、

交
通
課
か
ら
家
族
へ
撤
去

を
依
頼
し
た
よ
う
だ
。

問　
私
か
ら
町
へ
直
接

撤
去
依
頼
し
た
が
、

町
道
に
は
認
定
し
て
い
る

が
、
所
有
権
移
転
が
で
き

て
い
な
い
た
め
、
町
と
し

て
対
応
で
き
な
い
と
の
回

答
で
あ
っ
た
。

　

道
路
法
で
は
、
道
路
と

し
て
認
定
し
た
場
合
、
私

権
は
行
使
で
き
な
い
こ
と

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
に

も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
１
年

以
上
も
対
応
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

　

こ
う
し
た
こ
と
の
解
消

の
た
め
に
も
町
が
購
入
し

て
い
る
土
地
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
所
有
権
移
転

登
記
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

答
定
本
町
長

　

法
律
に
違
反
し
て

い
れ
ば
警
察
に
届
け
、
警

察
に
処
理
し
て
も
ら
う
の

が
望
ま
し
い
。

　

土
地
移
転
登
記
に
つ
い

て
は
費
用
が
か
か
る
。

早
急
に
は
で
き
な
い
が
、

や
る
気
は
十
分
に
あ
る
。

問　
町
事
業
に
お
け
る

予
定
価
格
の
事
前
公

表
は
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
最
低
制
限
価
格

の
率
の
幅
は
い
く
ら
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

予
定
価
格
は
、
事

前
公
表
す
る
と
、
談
合
が

容
易
に
行
わ
れ
る
可
能
性

な
ど
も
あ
り
、
事
後
公
表

の
ま
ま
で
い
き
た
い
。

　

最
低
制
限
価
格
の
率
の

幅
は
、
予
定
価
格
の
85
・

04
％
か
ら
89
％
で
あ
る
。

問　
事
前
公
表
が
談
合

に
つ
な
が
る
と
は
思

え
な
い
。

　

最
低
制
限
価
格
に
つ
い

て
、
仮
に
設
計
額
が
10
億

円
の
場
合
、
そ
の
日
の
シ

ス
テ
ム
次
第
で
４
千
万
円

も
高
い
額
で
落
札
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
４
千

万
円
も
の
町
費
の
無
駄
な

出
費
に
な
る
。

　

検
討
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

範
囲
の
設
定
に
つ

い
て
は
、
過
去
の
入
札
実

績
や
県
内
の
自
治
体
の
算

定
方
法
も
参
考
に
し
て
い

る
が
、
今
後
も
研
究
し
て

い
き
た
い
。

問　
国
が
地
方
分
権
改

革
に
関
す
る
提
案
募

集
し
た
が
、
本
町
は
提
案

し
た
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課

長

　

応
募
し
て
い
な
い
。

問　
事
業
を
実
施
す
る

上
で
法
律
に
縛
ら

れ
、
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に

い
か
な
か
っ
た
事
例
も
多

く
あ
る
と
聞
く
。

　

重
要
な
案
件
だ
が
、
幹

部
会
で
提
案
、
検
討
が
な

ぜ
な
さ
れ
な
か
っ
た
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

大
変
残
念
で
あ

り
、
今
後
、
積
極
的
に
考

え
た
い
。

答
定
本
町
長

　

権
限
委
譲
、
事
務

委
託
に
つ
い
て
な
ど
、
議

員
か
ら
も
提
案
し
て
ほ
し

い
。

予
定
価
格
の

事
前
公
表
を

積
極
的
な

行
政
運
営
を

１年以上放置されていた土砂
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町政を問う
一般質問

質問

答弁
松田英二 議員

新町建設計画の�
� 検証は行うのか
検証した上で�
� ５年間延長させる

問　
今
か
ら
10
年
前
、

久
米
郡
地
域
合
併
協

議
会
の
協
議
が
終
了
し
、

久
米
郡
地
域
新
町
建
設
計

画
が
策
定
さ
れ
た
。

　

計
画
期
間
は
26
年
度
末

で
終
了
す
る
予
定
だ
が
、

先
般
国
に
お
い
て
合
併
特

例
債
延
長
法
が
成
立
し
た

こ
と
に
伴
い
、
全
国
の
合

併
市
町
で
は
計
画
の
５
年

間
延
長
を
決
定
し
て
い
る
。

　

本
町
で
は
ど
う
対
処
す

る
の
か
。

答
定
本
町
長

　

久
米
郡
地
域
合
併

協
議
会
の
理
念
が
美
咲
町

に
引
き
継
が
れ
る
基
本
と

な
っ
た
新
町
建
設
計
画
に

つ
い
て
は
、
合
併
特
例
債

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
５
年
間
延
長
さ
せ
る

予
定
で
作
業
を
進
め
る
。

問　
計
画
を
延
長
す
る

場
合
に
は
期
間
の
変

更
だ
け
に
留
め
る
の
か
。

○�

幼
稚
園
と
保
育
園
の
一

体
化
の
検
討

○�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

充
実

○�

子
育
て
支
援
住
宅
の
整

備
、
町
営
住
宅
の
計
画

的
な
建
て
替
え

○�

ダ
ム
の
駅
・
坑あ
な道
の
駅

の
整
備

な
ど
実
現
困
難
な
予
定
事

業
は
見
直
し
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
。

○�

特
別
職
や
議
員
数
の
減

少
に
よ
り
10
年
間
で
４

６
億
２
，０
０
０
万
円

の
経
費
削
減
は
本
当
に

で
き
た
の
か

○�

人
口
は
減
少
し
て
い
る

が
、
世
帯
数
は
逆
に
増

加
し
て
い
る
こ
と
の
原

因
究
明
は

な
ど
10
年
間
の
検
証
作
業

は
必
ず
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

答
定
本
町
長

　

指
摘
を
受
け
た
こ

と
も
含
め
て
総
合
的
に
検

証
を
行
い
、
今
後
５
年
間

の
計
画
を
立
て
て
い
き
た

い
。問　

今
年
度
で
予
定
さ

れ
て
い
る
「
町
政
報

告
会
」
で
新
町
建
設
計
画

の
検
証
結
果
を
報
告
す
る

つ
も
り
は
あ
る
か
。

答
定
本
町
長

　

町
政
報
告
会
の
具

体
的
な
内
容
は
、
ま
だ
決

め
て
い
な
い
。

問　
岡
山
県
美
作
県
民

局
で
は
、
県
道
の
維

持
修
繕
を
行
う
際
に
、
道

路
の
路
肩
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
敷
設
さ
せ
る
路
肩
補

強
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
行
う
こ
と
で
将

来
に
わ
た
っ
て
除
草
作
業

の
委
託
料
を
軽
減
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
だ
。

　

同
じ
考
え
方
で
町
道
の

路
肩
補
強
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
集
落
維
持
の
一

助
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が

町
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
矢
木
建
設
課
長

　

町
内
の
県
道
に
つ

い
て
は
、
県
に
依
頼
し
て

昨
年
か
ら
「
や
ま
な
み
街

道
」
の
路
肩
補
強
を
進
め

て
い
る
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
道

路
改
良
工
事
を
実
施
す
る

時
に
路
肩
補
強
も
同
時
に

施
工
す
る
形
を
整
え
て
い

る
。

　

今
後
、
主
要
な
町
道
に

つ
い
て
路
肩
補
強
を
実
施

す
る
予
定
で
県
に
事
業
要

望
を
行
っ
て
お
り
、
27
年

度
～
30
年
度
ま
で
の
４
年

間
で
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

問　
事
業
実
施
に
際
し

て
は
雨
水
の
処
理
を

行
う
排
水
路
も
含
め
て
整

備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

答
定
本
町
長

　

さ
ま
ざ
ま
な
状
況

を
考
慮
し
て
実
施
し
て
い

く
。

集
落
維
持
に

町
道
の
路
肩
補
強

が
で
き
な
い
か

「草刈りがちぃたぁ楽になるかもしれんのぅ」
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町政を問う
一般質問

質問

答弁
松島　啓 議員

急げ‼豪雨災害への対策

あらゆる未然防止策を�
� 進めていく

問　
今
夏
は
、
台
風
な

ど
の
影
響
で
、
記
録

的
な
豪
雨
と
な
り
全
国
各

地
で
多
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
20
日
未
明

に
は
、
隣
接
の
広
島
県
で

局
地
的
豪
雨
に
よ
る
土
砂

崩
れ
が
相
次
ぎ
、
多
く
の

犠
牲
者
が
出
る
な
ど
甚
大

な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
近

年
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害

が
増
え
て
お
り
、
早
急
な

対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

県
内
の
土
砂
災
害
危
険

箇
所
は
、
約
１
万
２
千
カ

所
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

本
町
の
現
状
は
。

　

さ
ら
に
、
危
険
箇
所
に

対
す
る
未
然
防
止
策
（
ハ

ー
ド
、
ソ
フ
ト
面
）、
避
難

体
制
の
充
実
な
ど
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
矢
木
建
設
課
長

　

本
町
で
は
、
土
石

流
危
険
箇
所
が
２
０
７
カ

所
、
地
す
べ
り
危
険
箇
所

が
７
カ
所
、
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
箇
所
が
３
１
６
カ

所
で
合
計
５
３
０
カ
所
で

あ
る
。

　

未
然
防
止
策
と
し
て

は
、
県
の
砂
防
工
事
を
要

望
し
て
い
る
。
28
年
度
中

に
町
内
で
５
カ
所
予
定
し

て
お
り
、
現
在
１
カ
所
で

工
事
を
行
っ
て
い
る
。

答
難
波
総
務
課
長

　

防
災
計
画
の
改
定

に
伴
い
、
新
た
な
防
災
マ

ッ
プ
を
作
成
中
で
あ
る
。

　

危
険
地
域
に
避
難
場
所

が
あ
る
所
が
あ
り
、
自
治

会
長
を
通
じ
て
確
認
、
見

直
し
、
選
定
中
で
あ
る
。

答
定
本
町
長

　

現
在
、
町
内
の
自

主
防
災
組
織
率
が
約
78
％

で
あ
り
、
１
０
０
％
に
な

る
よ
う
啓
発
し
て
い
く
。

問　
砂
防
工
事
の
対
象

で
な
い
地
域
、
危
険

箇
所
に
は
、
町
独
自
の
未

然
防
止
策
と
し
て
、
が
け

地
対
策
工
事
を
基
金
を
創

設
し
て
で
も
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

近
隣
市
町
村
と
比

較
し
、
検
討
し
た
い
。

問　
美
咲
町
が
誕
生
し

て
27
年
３
月
で
10
周

年
を
迎
え
る
。

　

合
併
以
来
、
本
町
で
は

自
治
会
組
織
を
確
立
し
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
き
た
。

　

そ
の
成
果
と
、
今
後
の

課
題
は
。

　

ま
た
、
来
年
度
以
降
に

向
け
て
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
交
付
金
の
見
直
し

な
ど
自
治
会
長
協
議
会
と

の
話
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
中
で
、
新

施
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
定
本
町
長

　

ふ
れ
あ
い
と
活
性

化
が
第
一
の
理
念
で
、
事

業
を
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
成
果
が
出
た
と
感

じ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
よ
り
地
域
に

根
づ
い
た
事
業
と
な
る
よ

う
新
た
な
提
案
型
の
交
付

金
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　

現
在
、
自
治
会
長
協
議

会
と
話
を
進
め
て
い
る
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課

長

　

25
年
度
の
自
主
活
動
組

織
実
績
報
告
会
を
行
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
課

題
が
あ
り
、
自
治
会
の
皆

さ
ん
と
今
後
の
事
業
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
る
。

　

集
落
支
援
員
制
度
は
現

在
、
要
綱
を
策
定
中
で
あ

る
。

今
後
は
ど
う
す
る

協
働
の

ま
ち
づ
く
り

命を守る砂防工事（栃原地内）
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町政を問う
一般質問

質問

答弁
小林達夫 議員

安全に帰宅できる�
� 通学路に変更を

手を尽くし万全を期す

問　
柵
原
中
学
校
か
ら

栗
子
橋
ま
で
の
通
学

路
は
、
日
が
暮
れ
る
と
薄

気
味
悪
く
、
不
安
に
思
う

生
徒
や
保
護
者
が
多
い
。

　

最
近
は
、
誘
拐
な
ど
子

ど
も
た
ち
が
巻
き
込
ま

れ
、
被
害
に
遭
う
事
件
が

増
え
て
い
る
。

　

歩
道
や
街
灯
の
整
備
が

必
要
な
箇
所
も
あ
る
が
、

人
通
り
の
あ
る
県
道
側
を

通
学
路
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
木
谷
教
育
総
務
課
長

　

県
道
を
通
学
路
に

し
た
場
合
、
県
道
を
２
回

横
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
火
田
城
橋
か
ら

上
に
つ
い
て
は
、
街
灯
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
問
題

点
が
あ
る
。

　

現
在
の
通
学
路
周
辺
に

民
家
が
な
い
た
め
、
合
併

後
も
通
学
路
の
防
犯
灯
と

し
て
、
自
転
車
置
き
場
か

ら
栗
子
橋
間
に
合
計
22
基

の
街
灯
を
設
置
し
て
い

る
。
う
ち
11
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
交
換
し
た
。

　

警
察
の
指
導
の
も
と

に
、
学
校
長
、
保
護
者
と

協
議
を
し
、
交
通
、
防
犯

上
総
合
的
に
判
断
し
た
上

で
１
番
安
全
な
ル
ー
ト
を

指
定
し
て
い
る
。

　

現
状
の
通
学
路
を
継
続

利
用
し
て
ほ
し
い
。

問　
協
議
し
た
の
は
い

つ
か
。

　

22
基
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
実
際
、
日
が
暮
れ

て
か
ら
歩
い
て
み
る
と
、

非
常
に
暗
い
状
況
で
あ
っ

た
。

　

生
徒
を
１
人
で
通
ら
せ

て
大
丈
夫
か
ど
う
か
、
時

間
を
作
り
、
実
際
に
１
人

で
通
っ
て
み
る
べ
き
だ
と

思
う
が
、
ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

街
灯
を
青
色
防
犯

灯
か
ら
明
る
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

交
換
し
て
い
き
た
い
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
で

き
る
か
ど
う
か
も
検
討
し

た
い
。

　

新
し
い
通
学
路
の
提
案

を
学
校
側
か
ら
し
て
も
ら

い
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
生
徒
や
、
保
護
者

が
不
安
を
募
ら
せ
て

い
る
。
手
遅
れ
に
な
っ
て

は
い
け
な
い
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

答
木
谷
教
育
総
務
課
長

　

校
長
会
で
報
告

し
、
具
体
的
意
見
と
し
て

説
明
す
る
。

　

学
校
長
と
保
護
者
と
の

協
議
に
よ
る
も
の
な
の

で
、
調
整
を
と
り
た
い
。

通学路の安全対策を万全に

　

議
会
改
革
特
別
委
員

会
は
、
改
選
直
後
の
25

年
６
月
定
例
会
で
、
全

議
員
参
加
、
２
年
間
の

期
限
で
設
置
し
た
。

　

目
的
は
①
議
員
定
数

②
議
員
報
酬
に
特
化
し

て
議
論
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
２
カ
月

に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開

催
。

　

地
方
交
付
税
が
段
階

的
に
削
減
さ
れ
る
状
況

を
踏
ま
え
、
美
咲
町
民

に
と
っ
て
最
善
の
答
え

を
出
し
た
い
と
真
剣
に

議
論
を
進
め
て
い
る
。

　

議
会
報
告
会
で
の
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
和
気

町
議
会
へ
の
視
察
研
修

な
ど
の
結
果
を
参
考
に

し
な
が
ら
今
後
、
年
内

に
は
一
定
の
方
向
性

を
、
年
度
内
に
は
結
論

を
出
す
べ
く
活
発
な
議

論
を
進
め
て
い
く
。

議
会
改
革
特
別

委
員
会
報
告

年
内
に
方
向
性

年
度
内
に
結
論
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実
り
の
こ
の

秋
は
天
候
に
恵

ま
れ
て
水
稲
は

む
ろ
ん
町
特
産
物
も
素
晴

ら
し
い
収
穫
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
は
季
節
の
変
わ
り

目
、
体
調
管
理
に
十
分
気

を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

　

議
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
活
動
し
、
常
に
あ

ら
ゆ
る
視
点
か
ら
皆
様
の

尊
い
ご
意
見
を
お
聴
き
で

き
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
長
年
の
懸

案
で
あ
っ
た
県
道
大
戸
上

中
央
線
新
城
口
の
Ｊ
Ｒ
津

山
線
踏
切
改
良
に
伴
う
道

路
拡
幅
工
事
が
始
ま
り
、

27
年
度
中
に
は
完
成
す
る

予
定
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
熱
意
が
、
地

域
の
安
全
確
保
策
を
一
歩

前
進
さ
せ
ま
し
た
。

�

（
江
原
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
松
田
　
英
二

副
委
員
長
　
金
谷
　
髙
子

左
居
　
喜
次

山
　
　
剛

延
原
　
正
憲

江
原
　
耕
司

町民の皆さんこんにちは
サークル紹介
第20回

若く
美しい

サロンです

塚つ
か
つ
の
し
も

角
下
若わ

か
み
か
い

美
会

　初回の活動は、平成22年10月ですが、「若
美会」と名付けたのは平成23年４月です。

●いつ頃から活動していますか●
　メンバーで集まって話したり、行動できて
いることが楽しいことです。（有志ではカラ
オケをすることもあります。）

●楽しいことは何ですか●

　毎月第１火曜日に開催する料理教室、手芸、
おしゃべり会、健康教室、グラウンドゴルフ
（有志）、ふるさと祭りなどのイベントに踊
りで参加するなどの活動をしています。

●どんな活動をしていますか●

　メンバーが高齢になり、今までの活動が続
けられるようにみんなで励まし合いながら頑
張っていきいたいです。

●これからの活動は●

　塚角地区下常会の婦人10人で構成してい
ます。

●メンバー構成は●

　これからもサロンが続けられるようにバッ
クアップをよろしくお願いします。（美咲町
には同じようなサロンが多くあります。）

●議会に一言●

　主婦も次世代へ仕事を渡して、時間に余裕
があり、おしゃべりでもしようとの意見があ
り開始しました。

●活動を始めたきっかけは●

いつまでも楽しく健康を
維持してください。


